
【巻頭】9 月 1 日は「防災の日」　～考えよう 自助・共助・公助～
○御嵩町の魅力 世界に発信！（P4）
○マイナンバー制度が始まります！（P5）
○保育園・幼稚園　入園受付のご案内（P9）
○国勢調査を実施します（P10）
○保健センターだより（P16）　　　○町長月記（P29）

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 
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平成 27年

御
嵩
町

町制 施行 60 周
年

写
真
：
よ
っ
て
り
ゃ
あ
み
た
け

20
周
年



9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」

　
　
　
　
　
　

～
考
え
よ
う　

自
助
・
共
助
・
公
助
～

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に

起
こ
る
か
予
測
は
困
難
で
す
。
御
嵩
町
に
お

い
て
も
、
平
成
22
年
、
23
年
と
2
年
連
続
し

て
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
御
嵩
町
で
は
震
度

6
弱
を
想
定
し
て
お
り
、
相
当
な
被
害
が
発

生
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
加
え
、

町
特
有
の
亜
炭
坑
が
ど
の
程
度
影
響
す
る
の

か
計
り
し
れ
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
。

　

災
害
に
対
す
る
備
え
に
は
、

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の

3
つ
の
考
え
か
た
が
あ
り
ま

す
。
災
害
時
に
ど
の
力
が
ど
の

く
ら
い
の
割
合
で
必
要
に
な
る

か
、
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る

割
合
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

■
自
助
：
共
助
：
公
助
＝
７
：
２
：
１

　

い
か
に
「
自
助
」
が
重
要
か
、
い
か
に
隣

近
所
の「
共
助
」が
頼
り
に
な
る
か
が
わ
か
っ

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

★�

「
自
助
」
と
は
？

　

自
分
の
安
全
は
、
自
分
で
守
る
と
い
う
の

が
、
防
災
対
策
の
基
本
で
す
。

　

自
分
で
、
自
分
自
身
や
家
族
・
財
産
を
守

る
こ
と
は
災
害
に
対
す
る
基
本
的
な
行
動
で

あ
り
、そ
の
行
動
を
「
自
助
」
と
呼
び
ま
す
。

●
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

○�

住
宅
の
耐
震
化
と
家
具
類
の
転
倒
防
止

　

�　

自
宅
に
い
る
時
間
の
約
半
分
は
、
寝
て

い
る
時
間
で
す
。
無
防
備
に
寝
て
い
る
時

間
帯
へ
の
備
え
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
自

分
の
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
が
、
地
震
時

に
は
凶
器
に
早
変
わ
り
し
ま
す
。
住
宅
の

耐
震
化
と
タ
ン
ス
な
ど
家
具
の
固
定
化
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

○�

非
常
時
の
持
出
品
の
確
認

　

�　

非
常
時
に
持
ち
出
す
物
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
避
難
後
の
生
活
必
需
品
と

し
て
、
3
日
分
く
ら
い
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
各
家
庭
で
は
、
７
日
分
の
水
と

▲� �上之郷 66 号線（次月～津橋間）で
起こった土石流のようす

▼� �国道 21 号線でがけ崩れが起こり、道路が崩落した現場のよう
す（次月地区）平成 23年 9月 20日

食
料
の
備
蓄
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

○�

状
況
に
応
じ
て
の
避
難
行
動
を

　

�　

長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
が
け
か
ら

の
わ
き
水
が
濁
っ
た
り
、
小
石
が
落
ち
て

く
る
な
ど
土
砂
災
害
の
前
兆
を
見
つ
け
た

ら
早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
逆
に
道

路
が
浸
水
し
、
他
へ
避
難
す
る
ほ
う
が
危

険
な
場
合
は
家
に
と
ど
ま
り
、
自
宅
の
２

階
や
近
く
の
丈
夫
な
建
物
の
２
階
以
上
に

逃
げ
る
こ
と
で
、
身
を
守
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

�　

避
難
行
動
は
、
災
害
の
種
類
や
発
生
時

間
、
住
ん
で
い
る
場
所
や
家
族
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
か
ら
自

ら
危
険
を
判
断
し
て
「
命
を
守
る
」
こ
と

「
安
全
を
確
保
す
る
」
行
動
が
大
切
で
す
。

○�

情
報
の
入
手

　

�　

積
極
的
に
、
雨
量
情
報
、
予
報
警
報
な

ど
の
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
・
防
災
無
線
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　

御
嵩
町
か
ら
は
、
避
難
準
備
、
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
の
３
段
階
の
情
報
に
加
え

避
難
所
情
報
や
通
行
止
め
情
報
な
ど
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
発
令
さ
れ
た
場

合
に
も
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、
あ
わ

て
ず
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

★�

「
共
助
」
と
は
？

　

災
害
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
救
援
活
動

を
実
施
す
る
町
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
「
公

助
」も
被
災
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
損
壊
や
情
報
伝
達
の
支
障
な

�



総務防災課防災安全係（内線 2206）

ど
に
よ
り
救
援
活
動
の
本
格
化
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
に
な
る
の
が
地
域
の
み
な
さ
ん
、「
ご

近
所
さ
ん
」
で
す
。
隣
近
所
が
助
け
合
う
こ

と
を
「
共
助
」
と
呼
び
ま
す
。

　

防
災
の
日
を
契
機
と
し
て
、
家
庭
や
地
域

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
し
て
ど
う
行
動

す
る
か
、
備
え
は
で
き
て
い
る
か
な
ど
を
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★�

土
砂
災
害
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
と
は
、
大
雨
や
地
震
な
ど
に

よ
っ
て
、
山
肌
や
が
け
が
崩
れ
た
り
、
土
砂

や
石
混
じ
り
の
水
が
谷
や
川
か
ら
流
れ
出
た

り
、
火
山
の
噴
火
な
ど
に
よ
っ
て
火か

さ
い
り
ゅ
う

砕
流
な

ど
が
流
れ
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
命
や
財

産
な
ど
が
脅
か
さ
れ
る
自
然
災
害
で
す
。

　

土
砂
災
害
の
主
な
も
の
と
し
て
、「
土
石

流
災
害
」、「
が
け
崩
れ
災
害
」、「
地
す
べ
り

災
害
」、「
火
山
災
害
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
土ど

せ
き
り
ゅ
う

石
流
は
？

　

�　

谷
や
斜
面
に
貯
ま
っ
た
土
・
石
・
砂
な

ど
が
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
水
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
一
気
に

流
れ
出
し
て
く
る
の
が
「
土
石
流
」
で
す
。

　

土
石
流
は
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、
流
れ

を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で
は
追
い
つ
か
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

土
砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角
に
逃

げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
「
が
け
崩
れ
」
は
？

　
�　

地
面
に
し
み
込
ん
だ
水
分
が
土
の
抵
抗

力
を
弱
め
、
弱
く
な
っ
た
斜
面
が
突
然
崩

れ
落
ち
る
の
が
「
が
け
崩
れ
」
で
す
。

◎
「
地
す
べ
り
」
は
？

　

�　

比
較
的
緩
や
か
な
斜
面
に
お
い
て
、
地

中
の
粘
土
層
な
ど
滑
り
や
す
い
面
が
地
下

水
の
影
響
な
ど
で
、
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出

す
現
象
が
「
地
す
べ
り
」
で
す
。

★�

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

恐
ろ
し
い
土
砂
災
害
を
防
止
す
る
た
め

に
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
に
災
害

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小

限
に
お
さ
え
る
た
め
に
は
、
ひ
と
り
一
人
が

気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
早
め
に
避
難
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で
す
。
長

雨
や
大
雨
で
危
険
だ
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
前

ぜ
ん
ち
ょ
う兆
現
象

が
あ
り
ま
す
。

◎
土
石
流
の
前
兆

・
山
鳴
り
が
す
る

・��

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水
位

が
下
が
る

・�
川
の
流
れ
が
濁
っ
た
り
流
木
が
混
ざ
り
は

じ
め
る

◎
が
け
崩
れ
の
前
兆

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁に

ご

る

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る　

な
ど

◎
地
す
べ
り
の
前
兆

・
池
の
水
が
濁
っ
た
り
減
っ
た
り
す
る
。

・
山
鳴
り
や
地
鳴
り
が
す
る
。

・�

木
の
裂
け
る
音
や
木
の
根
が
切
れ
る
音
が

す
る
。

　

日
頃
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場
所
や
避

難
場
所
ま
で
の
道
順
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

災
害
が
起
き
た
時
、
家
族
全
員
が
一
緒
に

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
で
も
、

あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所
を
決
め
て
お
け
ば

安
心
で
す
。

※�

土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
詳
細
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ぎ
ふ
土
砂
災
害
警
戒

情
報
ポ
ー
タ
ル
」http://alert.sabo.

pref.gifu.lg.jp/　

で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課

防
災
安
全
係　

担
当
：
福ふ

く
い井
（
内
線

２
２
０
６
）

� ほっと みたけ　2015.9



　御嵩町は、7月 17日（金）に外務省（東京都千代田区霞が関）で開催された「地域の魅力発信セミナー」に
初めて参加し、在京外交団約 100名に向け、積極的なPR活動をおこないました。
　このセミナーは、地方自治体が在京の大使館関係者に対して、地域の政策や魅力をアピールする場として設け
られ、「プレゼンテーション」と、外交団との自由な交流の場である「交流会」の二部構成で開催されたものです。
　本町は、環境モデル都市であるつながりから愛知県豊田市とペアを組み、地域の魅力を発信しました。
　セミナーでの使用言語は英語のみ。プレゼンテーションはもちろん、資料もすべて英語表記。本町のスタッフ
は初めての経験にとまどいながらも、御嵩町を少しでも知ってもらおうとPRに努めました。プレゼンテーショ
ンでは中山道ブランドを前面に押し出し、みたけの歴史や文化などを紹介するなど観光面を強調。交流会ではス
タッフが浴衣や股

またたび

旅姿
すがた

になり、みたけ華ずしの試食と日本酒や舳
へ ご や ま

五山茶の試飲を展開するなどで他の自治体との
違いを演出したブースとしました。
　今後、在京外交団約 100 名の参加者は、PRで魅力を感じた各自治体へ「地方視察ツアー」として実際に現
地へ来ていただくことになっています（本町は 11月下旬ごろ）。現在まちでは、外国人誘客のありかたを考え
る一歩になるとの思いで、本町ツアーでのおもてなしを考えているところです。

（地域の魅力発信セミナー参加自治体：神奈川県・相模原市、さいたま市、千葉県・松戸市、豊田市・御嵩町）

 ▲ 渡邊町長自らトップセールス  ▲ 本町ブースを紹介するスタッフ  ▲ ミーモくんも大活躍 !

■�問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：早
はやかわ

川（内線 2232）

環境モデル都市推進室（内線 2232）

御嵩町の魅力 世界に発信！
　　　　～地域の魅力発信セミナー～

�



 マイナンバーの詳細は
 問い合わせ先：コールセンター　☎ 0570-20-0178　( 平日：午前 9時 30分～午後 5時 30分 )

総務防災課行政管財係（内線 2208）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
（
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
）
が
始
ま
り
ま
す
！

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
？

　

10
月
か
ら
住
民
票
を
有
す
る
全
住
民
に
通

知
さ
れ
る
、
一
人
ひ
と
り
異
な
る
12
桁
の
番

号
の
こ
と
で
す
。
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
住
所
地
や
生
年
月
日
な
ど
と
関
係
の

な
い
番
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同

一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
役
場
な
ど
が
管
理
す
る
個

人
情
報
を
、
よ
り
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国

や
地
方
公
共
団
体
で
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い

る
情
報
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

■�

10
月
か
ら
あ
な
た
に
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す

　

簡
易
書
留
の
中
身
は
・
・
・

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
書
類

③�

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
書
と
返
信

用
封
筒

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」、「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
っ
と
み
た

け
10
月
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

　
　
　
　
　
　

 

一
生
使
う
も
の
で
す

　

名
前
や
住
所
が
変
わ
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
原
則
変
わ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

現
在
お
住
ま
い
の
場
所
と
住
民
票
の
住
所

が
異
な
る
場
合
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

住
民
票
の
異
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

民
間
事
業
者
の
み
な
さ
ん
も

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
い
ま
す

　

平
成
28
年
1
月
以
降
、
次
の
手
続
き
で
従

業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①�

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
の
手
続
き
や
、
源

泉
徴
収
事
務
な
ど

②�

証
券
会
社
や
、
保
険
会
社
が
お
こ
な
う
配

当
金
や
保
険
金
等
の
法
定
調
書
の
提
出
な

ど

　

制
度
が
始
ま
る
ま
で
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
含
む
個
人
情
報
の
安
全
管
理
措
置
や
、
シ

ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
流
れ

平成 27 年 10 月～

マイナンバー
の通知を住民
票の住所へ送
付開始

平成 28 年 1 月～ 平成 29 年 1 月～ 平成 29 年 7 月～

・�社会保障、税、災害対策の手続
きでマイナンバーの利用を開始
・�申請者に個人番号カードを
交付

・�国の行政機関で情報連携を開始
・�自宅のパソコンから様々な情
報を取得できるマイナポータ
ルサイトの運用開始予定

・�地方公共団
体を含めた
情報連携を
開始

◎国民の利便性の向上 ◎公平・公正な社会の実現 ◎行政の効率化
・�

年
金
や
福
祉
な
ど
の
申
請
時
に
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
税
証

明
書
と
い
っ
た
資
料
の
添
付
を
省

略
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
手
続
き

が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

・�

行
政
機
関
に
あ
る
自
分
の
情
報
や
、

自
分
が
受
け
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

・�
行
政
機
関
が
住
民
の
所
得
や
他
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を
把

握
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・�

負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
、

不
正
な
受
給
の
防
止
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

・�

本
当
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の
き
め

細
や
か
な
支
援
が
で
き
ま
す
。

・�

行
政
事
務
が
効
率
化
さ
れ
、
手
続

き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

・�

災
害
の
際
に
被
災
者
台
帳
の
作
成

な
ど
に
利
用
さ
れ
、
迅
速
な
行
政

支
援
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的

■�問い合わせ：総務防災課行政管財係　担当：加
かとう

藤（内線 2208）

マイナちゃん

マイナンバー　検索
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よってりゃあみたけ
　　２０周年　　

まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）

　　　　　～仮装審査会の結果～

1 位
仮装テーマ：パイレーツ
生
い こ ま

駒昊
こうめい

明さん、水
み ず の

野海
かいせい

惺さん、生
い こ ま

駒
愛
え れ な

怜菜さん

2 位
仮装テーマ：魔女の宅急便
さくちゃんのママ

3 位
仮装テーマ：中山道の旅人
マコちゃん

4 位
仮装テーマ：花

おいらん

魁
郡
ぐんじ

司千
ち よ み

代巳さん

5 位
仮装テーマ：ドナルド・ダック
中
なかむら

村珂
かれ ん

恋さん

▲ �懐かしいみたけ
  「スライドショー」

▲ �さんさん広場からみる
よってりゃあ夢花火

　

 �

ミ
ナ
モ
と
ミ
ー
モ
も
名
鉄
電

車
で
祭
り
に
参
加
し
ま
し

た
。

　8月 1日（土）、御嵩駅前通りで毎年恒例
の夏まつり、「よってりゃあみたけ」が開催
されました。
　今年は20回目の節目の年とともに御嵩町
町制施行 60周年ということもあり、大いに
盛り上がりました。

～町制 60周年記念事業～

▲ �みなさん、仮装でお祭りを盛り上げて
くださって、ありがとうございました

▲

�



　

財
政
事
情
の
公
表
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
町
の
財
政
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
年
2
回
（
2
月
・
8
月
）、
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。公
表
資
料
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲え

つ
ら
ん覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
な
か
か
ら
、
地
方
債
の
状
況

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
方
債
（
借
金
）
と
は
…

　

町
が
必
要
と
な
る
資
金
を
外
部
か
ら
借
り

入
れ
て
調
達
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
債
に
は
、
財
政
の
負
担
を

平へ
い
じ
ゅ
ん
か

準
化
し
、
世
代
間
の
負
担
を
調
整
す
る
機

能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
建
物
の
建
設
に
は
多
額
の
費
用

が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
一
括
で
支
払
う
の
で

は
な
く
、
借
金
を
し
、
複
数
年
で
返
済
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
負
担
を
分
散
し
、
将
来
建
物

を
使
用
す
る
世
代
と
の
間
で
も
負
担
を
分
か

ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

借
入
金
残
高
の
推
移

　

左
の
グ
ラ
フ
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
に
お
け
る
一
般
会

計
の
借
入
金
残
高
の
推
移
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

「
国
の
肩
代
わ
り
の
借
金
」
と

　
　
　
　
　
　
　
「
純
粋
な
町
の
借
金
」

　

こ
の
グ
ラ
フ
で
は
、
借
金
を
「
国
の
肩
代

わ
り
の
借
金
（
臨
時
財
政
対
策
債
）」
と
、

町
が
主
体
的
に
借
り
入
れ
る
「
純
粋
な
町
の

借
金
」
に
分
け
て
捉と

ら

え
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
事
情
の
公
表

◆�

国
の
肩
代
わ
り
の
借
金
（
臨
時
財
政

対
策
債
）

　

�　

国
が
市
町
村
に
交
付
す
る
地
方
交
付
税

を
満
額
用
意
で
き
な
い
た
め
、
不
足
額
に

つ
い
て
、
や
む
を
得
ず
町
が
国
に
代
わ
っ

て
借
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

　

�　

平
成
17
年
度
に
は
13
億
円
あ
っ
た
こ

の
借
金
の
残
高
は
、
平
成
26
年
度
に
は
、

33
億
円
と
約
３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
借
金
は
、
帳
簿
上
は
町
の
借
金
で

す
が
、
町
が
返
済
し
て
い
く
返
済
相
当
額

を
国
が
全
額
補
て
ん
し
て
く
れ
る
た
め
、

町
の
負
担
は
な
く
、「
純
粋
な
町
の
借
金
」

と
は
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
借
金
で
す
。

◆
「
純
粋
な
町
の
借
金
」

　

�　

一
方
で
、「
純
粋
な
町
の
借
金
」
の
残

高
は
、
平
成
17
年
度
に
38
億
円
で
し
た

が
、
平
成
26
年
度
に
は
、
13
億
円
と
な
り
、

25
億
円
も
削
減
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
の
見
通
し

　

こ
れ
ま
で
は
、「
純
粋
な
町
の
借
金
」
の

抑
制
と
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
の
施
設
も
老
朽
化
し
、
今
後
、

借
入
を
お
こ
な
う
事
業
が
増
え
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

少
し
で
も
有
利
な
借
金
を
選
択
し
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
財
政
係

　

担
当
：
佐さ

と
う藤
（
内
線
２
２
１
３
）

10

20

30

40

50

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

国の肩代わりの借金（臨時財政対策債） 純粋な町の借金

一般会計の借入金残高の推移（単位：億円）

総務防災課財政係（内線 2213）/ 農林課農業振興係（内線 2164）

★
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

◇ 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て 

◇

　

農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な

ど
の
理
由
で
農
作
業
が
で
き
ず
、
雑
草

の
生
い
茂
っ
た
農
地
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
御
嵩
町
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
年
9
月
～
11
月
に
か
け
て
、
遊
休
農

地
な
ど
の
実
態
把は

あ
く握

（
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
）
を
お
こ
な
い
ま
す
。
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
農
業
委
員
が
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
中
」
と
い
う
マ
グ
ネ
ッ
ト
板
を

貼
っ
た
車
で
町
内
の
遊
休
農
地
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

農
地
は
、
耕
作
な
ど
の
管
理
が
さ
れ

ず
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
害
虫
や

火
災
の
発
生
源
と
な
り
、
生
活
環
境
を

著い
ち
じ
るし

く
損そ

こ

な
い
ま
す
。
付
近
の
農
地
お

よ
び
住
民
に
大
き
な
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま

す
の
で
、
定
期
的
に
除
草
を
す
る
な
ど
、

適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

有
料
で
す
が
、
除
草
に
つ
い
て
は
、

御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
業
者
に
お
願
い
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
☎ 

６
７
‐
６
３
３
９
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
農
業
委
員
会

事
務
局
（
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　

担
当
：
井い

の
う
え上

（
内
線 

２
１
６
４
）

38

13 1615 18 20 24 2927 31 33

35 32 28 25 20 13151617
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福祉課社会福祉係（内線 2121）

　

夜
間
や
日
曜
日
、
公
民
館
で
も
更
新
手
続

き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き

の
み
の
受
付
窓
口
で
す
）。

【
夜
間
窓
口
】

　

○�

日
程
：
9
月
17
日
（
木
）
／
24
日
（
木
）

　

○
時
間
：
午
後
5
時
～
午
後
8
時

　

○
場
所
：
福
祉
課

【
日
曜
窓
口
】

　

○
日
程
：
9
月
27
日
（
日
）

　

○
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

○
場
所
：
福
祉
課

◎
福
祉
医
療
と
は
…

　

重
度
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児
、
母
子

家
庭
等
、
父
子
家
庭
の
保
健
の
向
上
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
医
療
費
助
成
事
業
で

す
。
市
町
村
が
医
療
費
（
法
定
自
己
負

担
額
な
ど
）
を
助
成
し
た
場
合
に
、
県

か
ら
市
町
村
に
対
し
、
一
部
補
助
金
を

受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
北き

た
だ田

（
内
線 

２
１
２
１
）

ご
注
意
を
!!

　

身
体
障
害
者
手
帳
4
級
所
持
者
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
の
課
税
状
況
に

よ
り
、
福
祉
医
療
の
対
象
外
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
4
級
所
持

者
の
な
か
で
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別
項

症
～
第
4
項
症
）
を
お
持
ち
の
人
は
、

福
祉
医
療
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
外
に
な
っ
た
場
合
は
、
障
害
者

手
帳
の
等
級
が
上
が
る
な
ど
特
別
の
事

情
の
な
い
限
り
、
福
祉
医
療
を
今
後
1

年
（
平
成
28
年
9
月
30
日
ま
で
）
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
、平
成
27
年
9
月
30
日
（
水
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
10
日（
木
）～
30
日（
水
）ま
で
に
、

福
祉
課
で
更
新
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

●�

更
新
対
象
：
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子

家
庭
等
、
父
子
家
庭

●
更
新
時
に
必
要
な
も
の
：

　

◎
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　

◎�

保
険
証
（
受
給
資
格
者
の
名
前
が
入
っ

た
も
の
。
母
子
家
庭
等
、
父
子
家
庭

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
親
・
子

そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
）

　

◎�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
重
度
心

身
障
の
人
の
み
）

　

◎�

平
成
27
年
度
所
得
課
税
証
明
書
（
平

成
27
年
1
月
1
日
現
在
、
御
嵩
町
に

住
所
が
な
い
人
の
み
）

必
ず
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

　
　

9
月
30
日
（
水
）
ま
で
に

更
新
手
続
き 

を
お
願
い
し
ま
す
！　
　

【
公
民
館
窓
口
】

� �
詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
人
に

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

伏
見
地
区
に

お
住
ま
い
の

人 中
地
区
に
お

住
ま
い
の
人

上
之
郷
地
区

に
お
住
ま
い

の
人 対

象
者

 

伏
見
公
民
館

 

9
月
28
日
（
月
）

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

中
公
民
館

 

9
月
25
日
（
金
）

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

上
之
郷
公
民
館

 

9
月
24
日
（
木
）

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
所
／
日
時

�



受付期間 受付場所

各保育園
入園説明会の翌日～ 10月 30日（金） 各保育園

10月 9日（金）～ 30日（金） 福祉課児童福祉係

みたけ幼稚園
9月 18日（金）午前 10時～
　※定員になり次第締切

みたけ幼稚園

　町内の各保育園・幼稚園では、平成 28年 4月からの入園を希望するお子さんの
入園受付を次の日程でおこないます。入園を希望する場合は、申込書類に必要事項
を記入のうえ、申し込み手続きをしてください。

※入園にあたり提出いただく書類は、各保育園・幼稚園または福祉課児童福祉係でお受け取りください。

福祉課児童福祉係（内線 2113）

　
★ 入園説明会・体験入園 ★

　保育園・幼稚園では、入園を検討されているみなさんに向けて、次のとおり入園説明会・体験入園（見
学会）を実施します。各園の雰囲気に触れたり、入園にあたっての相談など、この機会をご利用ください。

園名 日にち 時　間 場所

 上之郷保育園  10 月 5日（月）

　午前
 10 時から

　各園
 御嵩保育園  10 月 6日（火）

 中保育園  10 月 7日（水）

 伏見保育園  10 月 8日（木）

■�申込先／問い合わせ :
　◎福祉課児童福祉係（内線 2113）
　◎上之郷保育園（公立）☎ 67-2322
　◎御 嵩 保 育 園（私立）☎ 67-2323
　◎中 保 育 園（公立）☎ 67-2324
　◎伏 見 保 育 園（公立）☎ 67-2325
　◎みたけ幼稚園（私立）☎ 67-4888

★ 保育園入園の条件 ★

　保育園に入園できるお子さんは、
生後 6か月～小学校入学前の乳幼
児で、保護者のいずれもが就労、妊
娠・出産などの理由でお子さんの保
育が必要となる場合に限ります。　

平成 28 年度

保育園・幼稚園　入園受付のご案内

日にち 時　間 場所

   9 月 16 日（水）
①午前 10時から
②午前 11時 30分から
③午後１時から
※�各日程ごと、1日 3回
　おこないます。

みたけ
幼稚園

 10 月   5 日（月）

 10 月   6 日（火）

 10 月   7 日（水）

 10 月   8 日（木）　

各保育園入園説明会・体験入園

みたけ幼稚園入園説明会・見学会

※�この日程以外での見学を希望する場合は、保育園・幼稚園
にご相談ください。

ぜひ、親子で
遊びに来てね！

� ほっと みたけ　2015.9



企画課人事情報係（内線 2223・2225）

　　国勢調査を実施します
　●オンライン回答期間 ： 9 月 10 日（木）～ 20 日（日）
　●調査票の配布期間 ： 　9 月 26 日（土）～ 30 日（水）
　●調査票の回収期間 ：  10 月   1 日（木）～　7 日（水）
　※調査員が訪問しますので、ご協力をお願いします

★国勢調査とは
　�　国勢調査は、統計法に基づき、日本に住んでいるすべての人・世帯を対象とする国の最も基本的な統計調査
で、大正 9年（1920 年）以来 5年ごとにおこなわれています。調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、
社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

★調査基準日　平成 27年 10月 1日　
　�　※ 9 月から調査員がすべての世帯を訪問します。

★調査対象
　�　日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象（外国人を含む）

★調査項目
　�　男女の別、出生の年月、５年前の住居の所在地、就業状況　など

★個人情報保護と調査票の管理
　�　調査員をはじめとする国勢調査に従事する者には，統計法によって，個人情報を保護するための厳格な守秘
義務が課せられており，調査票の記入内容は厳重に守られます。

★今回からオンラインによる回答方法を導入します！
　�　今回の調査から、インターネット回線（パソコンやタブレット、スマートフォンなど）を使ってのオンライ
ン回答が可能となります。パソコン、スマートフォンなどをお持ちのみなさんは、ぜひ、オンライン回答にご
協力をお願いします。

今回の国勢調査の流れ

回
答
完
了

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
用

Ｉ
Ｄ
を
す
べ
て
の
世
帯
に
配
布

オンライン
にて回答

オンライン回答がなかっ
た世帯にのみ、調査表を
配布

調査票に記入し、調査員
に提出

■問い合わせ：企画課人事情報係　担当：丸
まるやま

山・福
ふくおか

岡（内線 2223・2225）

　国勢調査員がすべての世帯に、オンライン回答に必要なＩＤ、パスワードを配
布し、一定期間、世帯からオンライン回答を受け付けた後、オンライン回答がな

かった世帯にのみ、紙の調査票を配布します。

※�調査員は、その身分を証明する「国勢調査員証」を携帯しています。調査のなかで、銀行口
座の暗証番号やクレジットカード番号などをお聞きすることはありません。また、国勢調査
では、金銭を要求することもありません。国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください。

9/10 ～ 9/12

9/10 ～ 20日

9/26 ～ 9/30 10/1 ～ 10/7
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
は

と
っ
て
も
便
利
だ
よ
！

調
査
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

10



　

１
回
の
呼
び
捨
て
で
も
、
学
校
が
怖
い
場
所

だ
と
感
じ
る
原
因
に
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
ぼ
く
も
昔
、
友
だ
ち
か
ら
あ
だ
名
で
呼
ば

れ
て
悲
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
さ
ん 

づ
け
」
を
す
る
こ
と
で
苦
し
い
思
い
を

す
る
人
が
減
り
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

「
さ
ん 

づ
け
」
を
広
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
集
会
を
通
し
て
、
全
校
で
「
さ
ん 

づ

け
」
を
す
る
事
を
が
ん
ば
る
と
い
う
思
い
を
み

ん
な
で
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
一
人
ひ
と
り
の
存
在
を
、
互
い
に
大
切
に
し
合

う
」
と
い
う
心
を
「
さ
ん 

づ
け
」
で
呼
び
合
う

姿
で
表
し
、
や
さ
し
く
て
温
か
い
伏
見
小
学
校

に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
さ
ん
付
け
」
を
必
ず
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、「
お
は
よ
う
」
や
「
あ
り
が
と
う
」「
ご

め
ん
ね
」
な
ど
、
言
わ
れ
て
嬉
し
い
言
葉
を
、

き
ち
ん
と
返
す
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

担
当
：
可か

に児
（
内
線 

２
２
６
2
）

B&G 海洋センター（67-5196）・学校教育課学校教育係（内線 2262）

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ
⑤ 

～

教
育
の
窓
か
ら

学
校
教
育
編　
　

〜 

伏
見
小
学
校 

〜

　

昨
年
の
人
権
集
会
で
は
、
３
年
生
か
ら
次
の

よ
う
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
︿�

い
じ
め
を
な
く
そ
う
！

　
　
　
　
　
　

サ
ン
サ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹀

・
友
達
を
「
さ
ん
づ
け
」
で
呼
び
ま
す
。

・
話
す
人
の
方
を
見
て
、
静
か
に
聞
き
ま
す
。

　

先
生
た
ち
全
員
が
前
に
出
て
、「
先
生
た
ち

は
、誰
一
人
と
し
て
い
じ
め
を
許
さ
な
い
」
と
、

『
い
じ
め
を
絶
対
、許
し
ま
宣
言
』を
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
集
会
後
、全
校
で
「
言
葉
遣
い
」
と
「
聞

く
姿
勢
」
を
見
直
し
、
呼
び
捨
て
は
少
し
ず
つ

少
な
く
な
り
、
聞
く
姿
勢
は
と
て
も
よ
く
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
の
6
月
18
日
（
木
）
に
お
こ
な
わ
れ
た

人
権
集
会
は
、昨
年
の
人
権
集
会
に
つ
な
げ
て
、

～
や
さ
し
い
言
葉
遣
い
「
さ
ん 

づ
け
」
で　

　
　
　
　
　
　

笑
顔
の
伏
見
小
に
し
よ
う
！
～

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
一
部
に
「
呼
び

捨
て
を
し
て
い
て
も
、
友
だ
ち
の
こ
と
を
大

事
に
し
て
い
る
」
と
か
「
自
分
は
呼
び
捨
て
さ

れ
て
も
平
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
気
持

ち
が
あ
っ
て
、
で
き
な
い
ま
ま
現
在
を
迎
え
て

い
る
姿
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
全
校
で
の
活
発

な
話
し
合
い
の
最
後
に
、
児
童
会
運
営
委
員
長

が
、
次
の
よ
う

に
呼
び
か
け
ま

し
た
。 や

さ
し
く
て
温
か
い
伏
見
小
を
め
ざ
し
て 

～
人
権
集
会
よ
り
～

生
涯
学
習
編　
　

〜 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

〜

■
問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
榊

さ
か
き
ば
ら原　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６

　

7
月
19
日
（
日
）
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
水

上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
午
後
か
ら
25
ｍ
プ
ー
ル
で

「
子
ど
も
カ
ヌ
ー
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
カ
ヌ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
最
初

は
怖
が
っ
た
り
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
普
段
は
泳
ぐ
だ
け
の
プ
ー
ル
の
中
で
カ

ヌ
ー
と
い
う
新
し
い
体
験
を
し
、
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に

寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
感
想
の
な
か
か
ら
一
例

を
紹
介
し
ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
が
初
め
て
で
も
、
前
に
進
む
こ
と

や
後
ろ
に
進
む
こ
と
、
止
ま
る
こ
と
、
曲
が

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す

ご
く
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
し
た
。
行
き
た

い
方
と
は
違
う
方
に
進
ん
で
も
励
ま
し
て
く

れ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
り
す
る

の
で
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
上
手
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
に
カ
ヌ
ー
の

楽
し
さ
を
教
え
ひ
ろ
め
た
い
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
カ
ヌ
ー
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。　

　
　
　
　
（
御
嵩
小
4
年　

鷲す

み見
唯ゆ

い
な心

さ
ん
）

　

水
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
開
催
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　都市の取り組み ⑱
環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）

シリーズ　環境モデル

　町内の企業・事業所が実施するCO ₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　昭和 55年創業、ビル管理（建築物環境衛生管理技術者）や管工事（一級管工事施工管理技士）
を中心に、家庭から大型施設まで建物のメンテナンス（維持管理）を専門におこなう会社です。
　平成 19年 3月 23日に御嵩町と「環境の保全と創造に関する協定」を締結しています。
　建物の規模にかかわらず、飲料水や空気を衛生的に管理し、建物の清掃や害虫防除をおこなうことで、公共施
設などの不特定多数の方々にご利用いただく建物の利用環境・衛生環境の維持・改善業務をおこなっています。

～環境保全に向けた取り組み～
■ボランティア活動への企業参加
　�　町主催「可児川クリーンキャンペーン」、御嵩町・可児市・瑞浪市合同主催「松
野湖クリーン作戦」をはじめ、多治見「日本一きれいなまちづくり」、多治見法人
会可児支部主催「兼山町古城山クリーンキャンペーン」、（公社）岐阜県ビルメン
テナンス協会東濃支部主催「明智鉄道東野駅清掃」など、同協会の一員として、
周辺各地へのボランティア活動に積極的に参加しています。今年度は東海環状自
動車道の「可児御嵩インターチェンジ清掃」を予定しています。

■環境社
しゃけいぼ

計簿による会員企業の比較検討
　�　（公社）岐阜県ビルメンテナンス協会では、平成 19 年度から 22 年度までの 4
年間に、会員企業 44社中 17社の協力を得ておこなったデータに基づき、会員企
業がどのようにCO ₂排出削減努力・達成しているかを比較検討しました。一般家
庭でのエネルギー使用料を家計簿に記載するのと同様に、企業に置き換えて「環
境社計簿」と名付け、CO ₂排出削減への意識向上と、各企業の状況に応じた具体
的なCO ₂排出削減対策を考慮するための貴重な資料として、当社でも活用しています。　

■環境省事業のエコチューニング
　�　（公社）岐阜県ビルメンテナンス協会の会員 2社では、低炭素社会の実現に向けて、建築物から排出される
温室効果ガスを削減するため、建物の快適性や生産性を確保しつつ、設備機器・システムの適切な運用改善等（エ
ネルギーの使用状況等を分析し、軽微な投資で可能な削減対策をとる）をおこなうモデル事業所として、エコ
チューニングに取り組んでおり、そのノウハウを当社の事業にも活かしています。

■�問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：早
はやかわ

川（内線 2232）

　岐東管財株式会社

　町内事業所の環境活動を紹介します

　夏祭り 道行く子どもの 手に灯
あか

り ～地球にやさしい LED ライトを使った行
あんどん

灯作り体験～
　8月 1日（土）開催の「よってりゃあ、みたけ」会場内で、第３回夏休みエコ講座として LED行灯作り体験
を実施しました！
　LED電球は白熱灯に比べ長寿命・省エネルギーで、コンパクトな形状のため省資源。一般住宅にも普及して
きた LEDライトですが、今回は LEDというものを知ったうえでさらに身近に感じていただくため、手元・足元
を照らす行灯作りを来場者の子どもたちに向けておこないました。
　当日は暑い中たくさんの子どもたちが訪れ、思い思いの飾り付けを楽し
みながらオリジナルの行灯を作っていました。また、この日は東濃高等学
校の 2、3年生の生徒 8名がボランティアとして参加してくださり、子ど
もたちに行灯の作りかたを優しく教えていました。
　環境にやさしいＬＥＤライトを身近に感じるだけではなく、地元の学生
と子どもたちがふれあう機会ができ、参加者・スタッフとも賑やかに楽し
むことができました。
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上下水道課下水道係（内線 2139）・企画課企画調整係（内線 2226）

御嵩町男女共同参画懇話会

自分らしさを
実現できる町

　内閣府男女共同参画局のホームページから、女
性の睡眠時間に関する興味深い記事を見つけまし
たのでお知らせしたいと思います。
　2009 年の経済協力開発機構のデータですが、
日本人の平均睡眠時間は 7時間 50分で、韓国（7
時間 49分）に次ぎ、第 3位を 20分近く引き離
した第 2位の短さであり、平均（8時間 18 分）
より 28分短く、かつ、年々短くなっている傾向
にあるそうです。しかも、女性に限れば、日本人
は 7時間 36 分で最短（第 2位（韓国）は 7時
間 42分）、平均（8時間 26分）と比べると実に
50 分も短く、日本人男性（7時間 52 分）と比
べても 16分も短いのです。
　日本の女性はとにかく時間のやりくりに苦労し
ている状況が読み取れます。

　みなさんの家庭ではいかがですか？環境はいろ
いろ違いはあると思いますが、女性にとって重要
なことは、夫婦の時間、子育て時間、睡眠時間の
確保、子育てサポート、妊婦の安心・安全、地域
での取り組みの充実、暮らしやすい生活環境を実
現するための取り組みを推進していくことではな
いでしょうか。このような状況が少しでも改善さ
れることを望みます。
　社会は男性と女性しかいません。共に社会を作
り上げている一員だという意識をもって、一人ひ
とりが力を発揮できる社会であってほしいもので
す。
男女共同参画懇話会委員　　伊

い さ じ

佐次 純
じゅんこ

子（西田）
■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：伊

いとう

藤
　（内線 2226）

女性の睡眠時間から見えてくること

　

公
共
下
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
営
む
た
め
に
、
重
要
な
施
設
で
す
。
そ
し

て
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
清
潔
な
町「
み

た
け
」
を
次
世
代
に
残
す
た
め
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
、
生
活
に
密
着
し
た
水
路

や
河
川
、
さ
ら
に
は
海
な
ど
の
水
質
保
全
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

✿
下
水
道
の
日
と
は
？

　

下
水
道
の
日
と
は
、
著

い
ち
じ
るし

く
遅
れ
て
い
た

日
本
の
下
水
道
を
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
た

め
に
、
昭
和
36
年
か
ら
「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と

「
下
水
道
の
日
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

✿
公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

　

御
嵩
町
で
は
平
成
27
年
3
月
末
時
点
で
、

公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
な
区
域
内
の
全
世

表 1　下水道の整備状況と
水洗化状況

★
9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

下
水
道
へ
の
接
続
は
3
年
以
内
に
！

帯
の
う
ち
、
約
８
割
の
世
帯
が
下
水
道
に
接

続
し
て
い
ま
す
。（
表
1
参
照
）

　

公
共
下
水
道
の
使
用
可
能
区
域
内
に
住
居

な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
下
水
道
法
に
よ

り
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎�

汲
み
取
り
ト
イ
レ
の
人
は
、使
用
開
始（
供

用
開
始
）
か
ら
3
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
す
る
こ
と

◎�

そ
の
他
ト
イ
レ
（
単
独
浄
化
槽
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
人
）
は
、
使
用
開
始
後
、
速

や
か
に
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と

　

地
域
一
帯
の
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
、

一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
が
で
き
る
日
（
供
用
開
始
日
）
か
ら

3
年
以
内
に
下
水
道
へ
接
続
す
る
工
事
を
対

象
に
、
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
、
そ
の
融

資
に
対
す
る
利
子
を
補
給
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、上
下
水
道
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

✿
排
水
設
備
工
事
は
指
定
店
で

　

各
家
庭
の
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た
排
水
設

備
は
、
み
な
さ
ん
で
維
持
管
理
を
お
こ
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、一
定
の
資
格
を
持
ち
、

万
一
の
排
水
設
備
ト
ラ
ブ
ル
に
も
適
切
に
対

応
で
き
る
「
下
水
道
工
事
指
定
店
」
に
連
絡

く
だ
さ
い
。
下
水
道
工
事
指
定
店
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
上
下
水
道
課
下
水
道
係

　

担
当
：
宮み

や
う
ち内
（
内
線 

２
１
３
９
）

　生活環境の向上のため
一日も早い接続をお願い
します。

処理区域内
世帯数

処理区域内
水洗化世帯数

平成
25年度末 4,667 世帯 3,842 世帯

平成
26年度末 4,704 世帯 3,919 世帯

増減 +37 +77
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）

　

成せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん

年
後
見
制
度
・
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

手
続
き
や
申
し
立
て
に
必
要
な
書
類
、
費

用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★ 

成
年
後
見
制
度
と
は
…

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
の
理
由
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の

権
利
を
守
る
援
助
者
（
成
年
後
見
人
な
ど
）

を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法
律
的
に
支
援
す

る
制
度
で
す
。こ
の
制
度
に
は
、「
任
意
後
見
」

と
「
法
定
後
見
」
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
立
て
は
原
則
と
し
て
、
本
人
が
住
ん

で
い
る
と
こ
ろ
の
家
庭
裁
判
所
に
お
こ
な
い

ま
す
。

①
任
意
後
見
制
度

　

�　

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
場
合
に

備
え
て
、「
誰
に
、
何
を
支
援
し
て
ほ
し

い
か
」
を
あ
ら
か
じ
め
契
約
に
よ
っ
て
決

め
て
お
く
制
度
で
す
。
自
ら
が
選
ん
だ
任

意
後
見
人
と
な
る
人
と
一
緒
に
公
証
役
場

へ
出
向
い
て
、
内
容
に
つ
い
て
書
面
（
公

正
証
書
）
を
作
成
し
、
任
意
後
見
契
約
を

締
結
し
て
お
き
ま
す
。

　
�　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
、
家
庭
裁

判
所
に
申
し
立
て
を
し
て
初
め
て
任
意
後

見
契
約
の
効
力
が
生
じ
ま
す
。

②
法
定
後
見
制
度

　

�　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
法
律
的
に

支
援
す
る
制
度
で
す
。
判
断
能
力
の
程
度

に
よ
り
、
後
見
、
保
佐
、
補
助
の
3
種
類

に
分
か
れ
ま
す
。

　

�　

具
体
的
に
は
、
財
産
管
理
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
契
約
、
施
設
・
病
院
の
入
退

所
契
約
な
ど
を
本
人
の
福
祉
や
生
活
に

配は
い
り
ょ慮
し
な
が
ら
、
本
人
に
代
わ
っ
て
お
こ

な
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
後
見
人
な
ど

に
は
取
消
権
が
与
え
ら
れ
、
本
人
が
お
こ

な
っ
た
不
必
要
な
契
約
を
取
り
消
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

★ 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は
…

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
で
、
日
常
の
生

活
の
な
か
で
、
自
分
ひ
と
り
で
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
困
っ
た
と
き
に
利
用

で
き
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

　

�　

ど
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か

を
説
明
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続

き
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

②
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　

�　

電
気
や
ガ
ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
金
の
支
払
い
な
ど
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

③
書
類
等
預あ
ず

か
り
サ
ー
ビ
ス

　

�　

年
金
証
書
や
印
鑑
な
ど
、
自
分
で
管
理

し
て
い
る
と
心
配
な
大
事
な
も
の
を
お
預

か
り
し
ま
す
。

【�

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
に
・
・
・
】

◎�

家
族
が
知
ら
な
い
間
に
、
親
が
悪
質
商
法

の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。

◎�
今
は
元
気
だ
け
ど
、
身
寄
り
が
な
く
、
将

来
が
心
配
。

◎�

認
知
症
を
患

わ
ず
らっ
た
親
の
不
動
産
を
売
り
た
い
。

◎�

親
の
面
倒
を
見
て
い
る
兄
弟
が
、
親
の
財

産
を
無
断
で
使
っ
て
い
る
。

◎�

公
共
料
金
の
支
払
い
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
。

ご
存
知
で
す
か
？

成
年
後
見
制
度
・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

将
来
が
不
安
！

現
在
、

困
っ
て
い
る
！

◎�

お
金
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
ず
、
生

活
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

︿
災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
、

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
支
援
計
画
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
﹀

　

現
在
、
高
齢
世
帯
や
、
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
、
災
害
時
の
“
い
ざ
”
と
い

う
時
の
避
難
な
ど
に
不
安
の
あ
る
人
に

は
、
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

　
　
　
　
　
　
　
　

    

登
録
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

②�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
暮
ら
し

て
い
る
世
帯

③�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

④
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

⑤
療
育
手
帳
Ａ
1
・
Ａ
2
・
Ａ

　

登
録
さ
れ
た
避
難
行
動
要
支
援
者
を

公
助
の
力
だ
け
で
支
援
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
地
域
で
災
害
時
避
難
行
動
要

支
援
者
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て
く

だ
さ
る
自
治
会
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
会
に
説
明
に
出
向
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
険
長
寿
課

や
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
内
）

　

担
当
：
亀か

め
や
ま山

（
内
線 

２
１
７
２
）
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み
な
さ
ん
は
身
の
ま
わ
り
で
、
看
板
や

広
告
塔
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
「
屋
外
広
告
」

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

広
告
物
の
管
理
が
適
切
に
さ
れ
ず
設
置

さ
れ
て
い
る
と
、
ま
ち
の
景
観
に
悪
影
響

を
与
え
た
り
、
強
風
や
地
震
な
ど
に
よ
っ

て
、
通
行
人
な
ど
に
危
害
を
及
ぼ
し
た
り

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

良
好
な
景
観
形
成
や
公
衆
に
対
す
る
危

害
を
防
止
す
る
た
め
に
、ル
ー
ル
（
県
条
例
）

が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
と
は
？

　

次
の
4
つ
の
項
目
す
べ
て
を
満
た
し
て

い
る
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①�

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
、
継
続
し
て

表
示
さ
れ
る
も
の

②
屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の

③
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

④�

看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
や
そ
の
他
の

工
作
物
な
ど
に
表
示
さ
れ
た
も
の

　
条
例
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す

　

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
、「
屋
外
広
告

物
法
」
に
基
づ
き
、「
岐
阜
県
屋
外
広
告
物

条
例
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

こ
の
県
条
例
に
基
づ
い
て
規
制
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
条
例
に
違
反
す

る
広
告
物
に
つ
い
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル
・
指

導
・
除

じ
ょ
き
ゃ
く却

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

次
の
よ
う
な
広
告
物
の
設
置
に
は
、
許

可
が
必
要
で
す
。

①�

店
名
、
営
業
内
容
を
自
己
の
事
業
所
・

営
業
所
な
ど
に
表
示
す
る
「
自
家
広
告

物
」

②�

自
己
の
住
所
、
営
業
所
を
知
ら
せ
る
た

め
に
、
そ
の
付
近
に
掲
出
す
る
「
案
内

広
告
物
」「
道
標
」
な
ど

③
そ
の
他
の
広
告
物

※�

た
だ
し
、
許
可
地
域
に
掲
出
す
る
自
家

広
告
物
で
1
事
業
所
あ
た
り
、
合
計
10

㎡
以
下
の
も
の
（
大
小
種
類
は
関
係
な

く
、
野
立
広
告
、
壁
面
広
告
、
置
看
板
、

の
ぼ
り
、
広
告
幕
な
ど
。
両
面
あ
る
場

合
は
、
そ
の
面
数
ご
と
に
加
算
さ
れ
ま

す
）
は
、許
可
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

違
反
広
告
物
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す

　

禁
止
地
域
（
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
な
ど
、
特
に
良
好
な
環
境
を
保
持
す
る

必
要
の
あ
る
地
域
）
に
屋
外
広
告
物
を
設

置
し
た
り
、
無
許
可
で
屋
外
広
告
物
を
掲

出
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、
県
条
例
に

よ
り
、
違
反
者
に
50
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
事

前
に
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
：
建
設
課
管
理
係

　

担
当
：
村む

ら
た田

（
内
線 
２
１
７
５
）

突
とっしゅつ

出広告壁
へきめん

面広告 はり紙 屋
おくじょう

上広告

★ 9 月 1 日～ 10 日は「屋外広告物適正化旬間」です

事業者のみなさん

屋外広告物の申請をお願いします
立看板

　◆ �9 月 21 日～ 30 日は「秋の全国交通安全運動」実施期間です
　秋は、日没時間が早まり、夕暮れ時から夜間にかけて重大な交通事故が多発する傾向にあります。
外出の時は反射材用品と明るい服を着用し、車両は早めのライト点灯を心がけましょう。
【スローガン】　子供と高齢者の交通事故防止
運動の重点
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　（特に、反射材用品等の着用・自転車前照灯の点灯）
○すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶

建設課管理係（内線 2175）

15 ほっと みたけ　2015.9



� 保健センターだより �
【 10 月の行事予定 】

■問い合わせ：保健センター
67-2111　ＦＡＸ 67-2118

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00～ 16：30 町内に在住している人

保健センター

精神保健福祉相談
＜予約制＞

5日（月）
　　　13：30～ 15：30

★�相談日の午前中までに保健センターへ申し込み
ください。　＜定員：3名＞

健康教室（食事）
　【3 回コース】
＜予約制＞
材料費：1 回 500 円
程度

① 10 月 23 日（金）
② 11 月 18 日（水）
③ 12 月 15 日（火）
　　　 9：30 ～ 12：30

◎特定保健指導該当者
◎�メタボリックシンドローム予防、教室に興味のある
町内在住の 40 歳以上の御嵩町国民健康保険加入者

★ �10 月 2 日（金）までに保健センターへ申し込
みください。＜定員：20名＞

★�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターに問い合わせください。

予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

4種混合 21日（水）／保健センター
　　　13：45～ 14：15�

◎平成 27年 6月生まれ
◎ 7歳半未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

2種混合 21日（水）／保健センター
13：45～ 14：00�

◎ �11 歳以上 13 歳未満で 2 種
混合未接種

★ �10 月 5 日（月）～ 9日（金）に保
健センターへ申し込みください。

　 受付時間：8：30～ 17：15

BCG   6 日（火）／保健センター
　　　13：15～ 13：30�

◎平成 27年 3月生まれ
◎ 1歳未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

3種混合
不活化ポリオ ◎�接種を希望される人は、保健センターへ問い合わせください。

麻しん風しん
混合 1 期 20日（火）／田原医院

　　　13：30～ 14：00
＜予約制：定員 20名＞

◎平成 26年 9月生まれ
◎ 2歳未満で 1期未接種 ★ ��10 月 5 日（月）～ 9日（金）に保

健センターへ申し込みください。
    受付時間：8：30～ 17：15麻しん風しん

混合 2 期

◎�平成 21 年 4 月 2 日～平成
22 年 4 月 1 日生まれで 2期
未接種

★母子保健
行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00～ 16：30 妊婦

保健センター

育児相談 20日（火）／ 受付   9：30 ～ 11：00 0 歳～就学前まで

パクパク相談   6 日（火）／ 受付 14：00～ 14：15 平成 27年 3月生まれ

10か月児相談 21日（水）／ 受付   9：30 ～ 10：00 平成 26年 11月生まれ

乳児健診 28日（水）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 27年 5月・6月生まれ

3歳児健診 22日（木）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 24年 8月・9月生まれ

※乳がん検診、子宮頸がん検診対象のみなさんへ
　�　対象者には、検診票を送付しています。有効期限は、平成 27年 12月末までです。早めに指定病院に予
約して検診を受けてください。
★がんばりママクッキングは情報ガイド：24ページに掲載しています。

★すこやか検診、総合がん検診＜予約制＞　
検診名 日にち／受付時間 開催場所

すこやか健診、総合がん
検診

9月 28日（月）・29日（火）・30日（水）・10月 13日（火）・14日（水）・
16日（金）・19日（月）・29日（木）・30日（金）／ 8：00～ 10：30

保健センター

◎�すこやか健診、総合がん検診 (胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診 )を同
日実施します。一部の検診のみの受診もできます。国民健康保険加入者には、助成制度があります。
◎申し込みがお済みでない人で検診を希望される人は、保健センターへ電話で申し込みください。
　●申込期間：9 月 7日（月）～ 18日（金）
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

★小学生ソフトボール大会で全国大会出場！
　7月 21日（火）、「第 29回全日本小学生ソフトボー
ル大会」（7月 31日から富山県で開催）へ出場が決まっ
た、御嵩小学校 5年生、山

やまぐち

口南
みなみ

海さん（南山）が役場
を訪れ、全国大会の出場報告をおこないました。（所
属チーム：岐阜ドリームズ）
　山口さんは、「優勝目指してがんばりたい」と目標
を語りました。
　渡邊町長は、「何事も続けることが大事。ソフトボー
ルも続けてもらって、高いところを目標にがんばって
ください。全国大会では、優勝をめざしてください」
と激励しました。

★少林寺拳法で全国大会へ出場！
　7月31日（金）、「第9回全国中学生少林寺拳法大会」
(8 月 15 日～ 16 日 香川県で開催）、「2015 年少林
寺拳法全国大会 in 京都」（11 月 14 日～ 15 日 京都
府で開催）への出場が決まった、伏見小学校 6年生の、
山
やまなか

中海
かいき

輝さん（新町）、御嵩小学校 5年生、西
にしやま

山晴
はるか

雅
さん（北屋敷）、御嵩小学校 6年生の近

こんどう

藤龍
りゅうと

人さん（大
庭台）、向陽中学校 1年生の鍵

かぎやま

山虎
こ た ろ う

太郎さん（大庭台）、
向陽中学校 2年生の西

にしやま

山未
みらい

来さん（北屋敷）、近
こんどう

藤紗
さ

良
ら

さん（大庭台）、一般の部で出場の帆
ほやま

山真
まさと

人さん（南
山台東）が役場を訪れ、全国大会の出場報告をおこ
ないました。（所属チーム：岐阜可児道院拳友会）
　みなさんには、全国大会に向けての目標などを熱
く語っていただきました。
　渡
わたなべ

邊町長は、「ぜひがんばってください」とエール
を送りました。

★軟式野球で全国大会へ出場！
　7月 23日（木）、「高円宮賜杯第 35回全日本学童軟式
野球大会」（8月 6日～ 12 日、東京都で開催）への出場
が決まった、上之郷小学校６年生の木

きむら

村龍
りゅうのすけ

之助さん（北切）
が役場を訪れ、全国大会の出場報告をおこないました。
　木村さんの所属チームは小泉クラブ、出場する種目は
軟式野球です。
　木村さんは「全国制

せいは

覇を目指してがんばりたい」と語
りました。渡邊町長は、「野球は上手くなると楽しさが増
していく。ぜひこれからも野球を続けてほしい。よい結
果が出せるようがんばってください」と激

げきれい

励しました。

写真：�前列左から帆山真人さん、山中海輝さん、近藤龍人
さん、西山晴雅さん、後列左から近藤紗良さん、西
山未来さん、鍵山虎太郎さん、渡邊町長
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

★田んぼの生き物を調べたよ！
　伏見山田地区では、7月 20 日（月）に多面的機能支払
交付金事業による、生き物調査を実施しました。岐阜県地
球温暖化防止活動推進センターの講師をお招きし、山田町
内の子ども 15名、大人 14名が参加して、田んぼのまわり
の生き物を探しました。虫取り網を使ってザリガニやカエ
ル、小魚など多くの生き物を捕まえた子どもたちは、虫眼
鏡を使って観察し、特徴などを学びました。
　最後には、生き物クイズでいろいろな生き物について勉
強し、田んぼの周りの生き物が持つ重要な役割を知ること
が出来ました。
　参加した子どもたちからは、「家の周りの田んぼに、たく
さんの生き物がいることを知ってびっくりした。川や田ん
ぼの水を汚さないようにしていきたい」といった感想があ
りました。

★トウモロコシ畑で迷路に挑戦！
　中公民館の子ども育成部が作った、6アールの迷路
状のトウモロコシ畑に、みたけ幼稚園の年長、年中組
が訪れ、迷路内を巡って楽しみました。
 なかよしグループで迷路に挑戦し、時々行き止まりに
ぶつかりながらも、「ココはさっき通ったよ」「もう少
しまっすぐ進もうよ」とみんなで協力して迷路を抜け
出しました。
　その後、子どもたちはベビーコーンの収穫を体験し、
収穫したベビーコーンをおみやげにいただきました。
子どもたちにとって、楽しい夏の思い出になったよう
です。

★�岐阜県交通少年団自転車安全大会で団体
　　　　　　　　　　　　　　　個人ともに入賞！
　7月 28日（火）に岐阜市のヒマラヤアリーナで第 38
回岐阜県交通少年団自転車安全大会が開催されました。
　「交通少年団自転車安全大会」は、子どもに、安全で
正しい自転車の乗りかたを体得してもらうことを目的と
して開催されるものです。県下の各地区から選抜された
小学校別チームで、学科テスト、安全走行テスト、技能
走行テストをおこないました。
　可児地区を代表して出場した上之郷小学校 6年生の選
手（4名）は団体の部で 3位に入賞しました。また、個
人の部では、平井ももさんが 1位、田中舞さんが 3位、
山口莉奈さんが８位に入賞しました。
　

▲�左から山
やまぐち

口莉
り な

奈さん（大久後）、田
たな か

中舞
まい

さん（美佐野）、

山
やまぐち

口紗
さ な

南さん（大久後）平
ひらい

井ももさん（北切）
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木育に取り組んでいます！
　伏見保育園では、４月から木

もくいく

育活動の一環として毎週散歩に出掛け、摘んできた花を
押し花にするなどの自然遊びをおこなってきました。木育とは「木とふれ合い、木に学
び、木と生きる」ことを通じて、木（樹）と人とのつながりを考え直していく活動です。
　７月には、おもちゃコンサルタントマスターの浅

あさの

野美
み か こ

香子氏を講師にお迎えし、木育
教室を開催しました。檜

ひのき

、桜など約 20種類の木の匂いを嗅ぎ、掌
てのひら

で撫
な

で頬
ほお

にあて、「あっ
たか～い」「お家

うち

の匂いがする」と大興奮でした。お友だちと協力し、木のおもちゃで
保育園や家、道をつくり大きな町も完成させました。木でできたぽっくり「モクバイク」
に挑戦してみたり、木に凸凹がついた板の上を歩き「痛―い！」と大喜びする姿もあり
ました。
　木の温もりや肌触り、香りの良さを感じながら、たっぷり遊び、穏やかな時間を過ご
すことで、身の周りの木製品や木そのものに関心が湧

わ

き、木や森について考えるきっか
けになることを願っています。

伏 見
保育園

より

★カヌーで全国大会へ出場！　
　7月 31日（金）、「第 31回全国高等学校カヌー
選手権大会」（8月 5日～ 8日、京都府で開催）
への出場が決まった、八百津高等学校 3年生の
貝
かいがわ

川 涼
りょう

さん（大庭台）、2年生の小
おがわ

川真
ま な

奈さん（南
山台西）が役場を訪れ、全国大会の出場報告をお
こないました。２人が出場する種目は女子カヤッ
クです。
　二人は、「前回は準決勝まで進めた。今年も一
つでも上にいけるようがんばります」と語りまし
た。渡邊町長は、「高い目標を持ってがんばって
ください」と激励の言葉を送りました。

★ソフトボールで全国大会へ出場！
　7月 23日（木）、「第 50回全日本高等学校男子ソフ
トボール選手権大会」（8月 8日～12日、滋賀県で開催）
への出場が決まった美濃加茂高校１年生の霜

しもだ

田大
だいき

貴さ
ん（南山台西）が役場を訪れ、全国大会の出場報告を
おこないました。霜田さんが出場する種目は男子ソフ
トボールです。
　霜田さんは「全国大会では１勝を目標としてがんば
りたい」と語りました。
　渡邊町長は、「全国大会に出場できるのはすごいこと。
チャンスが来たら活躍できるようがんばってください」
と激励の言葉を送りました。

▼ �左から小川さん、貝川さん、渡邊町長

▲ 凸凹道、ちょっと痛いかな？ ▲ 同じ木でも下駄は軽いよ！ ▲ みんなの町ができたよ ▲ モクバイクに乗れたよ！
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※ 10月上旬の相談日も掲載しています。

9 月の相談日

情 報 ガ イ ド

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談   9 月 4日（金）
10月 2日（金） 午後 1時〜午後 3時 中公民館 相談員による相談です。気軽

にお出かけください。

人権相談 9 月 18日（金） 午後 1時〜午後 4時 伏見公民館

　住民環境課（内線：2103）

消費者相談

月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 8時 30分〜
午後 5時 15分

役場本庁舎
1階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

9月   8 日（火）
9月 15日（火）

午後 1時 30分～
　　午後 3時 30分

役場北庁舎
2階第 3研修室

消費生活相談員が相談を
受け付けます。

行政相談 9 月 15日（火） 午後 1時 30分〜
午後 3時 30分

役場北庁舎
2階第 3研修室

法律相談（弁護士） 9 月 25日（金）  午後 3時〜午後 7時 役場北庁舎
2階教育会議室

 �要予約※事前に予約してく
ださい。定員になり次第締
め切り（定員 8名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜〜金曜日
（祝日を除く） 午前 9時〜午後 4時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9時〜午後 5時 中公民館
1階相談室

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
、毎
月
、「
多
重
債
務
無
料
相
談
会
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。『
返
し
き
れ
な
い

借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
』『
利
息
を

払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
悩
ん

で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
10
月
10
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ

あ
い
福
寿
会
館
内
）

　

�（
岐
阜
市
薮
田
南
５
‐
14
‐
53 

）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
弁
護
士

●�

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
30
分
、
事
前
予

約
制
）

　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
10
月
9
日

（
金
）
ま
で
随
時
受
付
。

■��

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
３

◆�

法
の
日
・
公
証
週
間「合

同
無
料
相
談
会
」

　

美
濃
加
茂
公
証
役
場
、
司
法
書
士
会
中
濃

支
部
、
土
地
家
屋
調
査
士
会
中
濃
支
部
、
行

政
書
士
会
可
茂
支
部
に
よ
る
、「
合
同
無
料

相
談
会
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
日
時
：
9
月
27
日
（
日
）

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　●�相談日：日曜～木曜日・第 1・3土曜日（祝日、年末年始を除く）
　●�時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 5時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。

虐待かも？　と思ったら 1
いちはやく

89 番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者
のSOSの声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：☎１８９

　●�お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　●�通話料がかかります。
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� �リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
9 月の開催日：なし         

10 月の開催日：4 日（日） 
時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場 駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
9
月
30
日
（
水
）
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税�

6
期
分

○
介
護
保
険
料�

6
期
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

3
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

8
月
分

（
口
座
振
替
日　

9
月
25
日
）

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金　
　
　
　

2
期
分

○
保
育
料�

9
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

9
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
9
月
の
祝
日
に
診
療
可
能
な

歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

9
月
21
日
（
月
）
：
西
山
歯
科
医
院

　

可
児
市
羽
崎　
　

☎ 

６
２
‐
８
２
０
８

　

9
月
22
日
（
火
）
：
ア
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

� � 分別収集
　※�収集時間については、朝方の 1時間

程度です（例：午前 7時～午前 8時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

2
階
第
1
会
議
室

　
（
可
児
市
今
渡
６
８
２
‐
1
）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
行
政
書
士

●�

相
談
内
容
：

　

◎�

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
・
各
種
契
約
な

ど
の
公
正
証
書
作
成
手
続
き

　

◎
不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登
記

　

◎
土
地
境
界
相
談
、
測
量

　

◎
官
公
庁
提
出
手
続
き

　

◎
外
国
人
相
談

※
予
約
は
不
要
で
す
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

中
濃
支
部　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
次

　

☎ 

６
２
‐
１
４
５
４収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ

収 集 日
上之郷
御　嵩

9 月 16 日（水）
10 月 21 日（水）

中 9 月 18 日（金）
10 月 23 日（金）

伏　見 9 月 15 日（火）
10 月 20 日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

   9 月　 6 日（日）
10 月　 4 日（日）

中
伏　見

9 月 20 日（日）
10 月 18 日（日）

ご み 収 集
� � 不燃ごみ（金物類・ガラス類）
� � 粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

 9 月 　1 日（火）
 9 月 15 日（火）

10 月 6 日（火）
10 月 20 日（火）

中
伏　見

 9 月 　3 日（木）
 9 月 17 日（木）

10 月 1 日（木）
10 月 15 日（木）

　

可
児
市
川
合
北　

☎ 

４
８
‐
８
４
３
２

　

9
月
23
日
（
水
）
：
や
ま
む
ら
歯
科

　

可
児
市
東
帷
子　

☎ 

６
９
‐
０
７
５
２

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●�

受
付
時
間
：�

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー　

担
当
：

木き
む
ら村

（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
ラ
ス
パ
御
嵩
店
】

●�

日
時
：
9
月
26
日
（
土
）

　

�

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー　

担
当
：

篭か
ご
は
し橋

（
内
線 

２
１
９
１
）

◆
資
源
回
収

【
伏
見
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●�

日
程
：
9
月
5
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

※
予
備
日
9
月
6
日
（
日
）

【
御
嵩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
9
月
27
日
（
日
）

※
予
備
日
10
月
4
日
（
日
）

お
知
ら
せ

◆
は
か
り
定
期
検
査

　

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
取
引
・
証
明
に

使
用
す
る
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。
該
当
者
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
検
査
を
受
け
な
い
で
「
は
か
り
」
を

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
計
量
法

違
反
行
為
に
な
り
ま
す
。

●�

日
時
：
9
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

●�

場
所
：
中
公
民
館
1
階
ロ
ビ
ー

●�

持
ち
物
：
は
か
り
（
付
属
品
含
む
）、
手

数
料
（
岐
阜
県
収
入
証
紙
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち

づ
く
り
推
進
係　

担
当:

山や
ま
だ田(

内
線

２
２
２
８)
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◆
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

　
　
　
　
　
　

も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
27
年
7
月
下
旬
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
へ
申
請
書
を
郵

送
し
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
た
人
で
、
ま
だ
手
続
き
を
お

こ
な
っ
て
い
な
い
人
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
と
あ
わ
せ
て
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

提
出
期
限
：
平
成
27
年
11
月
4
日
（
水
）

　

�

※�

お
早
め
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
窓
口
で
の
受
け
付
け
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
封
の

「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★�

臨
時
福
祉
給
付
金
受
け
付
け
の
日
曜
窓
口

を
実
施
し
ま
す
。

●�

開
催
日
時
：
9
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

●�

開
催
場
所
：
役
場
本
庁
舎
1
階
・
第
1
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　

　

担
当
：
小お

ぐ
ら倉
・
生い

こ
ま駒
（
内
線
２
１
２
２
）

◆�

「
Ｆ
Ｃ
ぎ
ふ
」
を
応
援
に
行
こ
う
！

　

県
で
は
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜
を
活
用
し
、
地
域
を

活
性
化
す
る
た
め
、
入
場
券
・
グ
ッ
ズ
の
半

額
割
引
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

◎�

入
場
券
全
券
種
半
額
！
前
売
り
券
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
発
売
中
。

◎�

グ
ッ
ズ
を
１
、０
０
０
円
以
上
購
入
で
半

額
割
引

◎
無
料
バ
ス
の
運
行

　

※�

可
茂
、
東
濃
西
部
総
合
庁
舎
な
ど
県
内

6
か
所
か
ら
無
料
バ
ス
を
運
行
。
試
合

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

※財源確保などのために、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

の
4
日
前
の
正
午
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

�

無
料
バ
ス
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

「
Ｆ
Ｃ
岐
阜 

無
料
バ
ス
」
で
検
索

●�

実
施
期
間
：
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
ま
で

■�

問
い
合
わ
せ
：
入
場
券
・
グ
ッ
ズ
半
額
割

引
：
㈱
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

☎
０
５
８
‐
２
３
１
‐
６
８
１
１

　

無
料
バ
ス
：
Ｆ
Ｃ
岐
阜
無
料
バ
ス
運
行

　

�

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
２
‐
２
３
２-

６
７
６
７

◆
10
月
1
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
！

●
浄
化
槽
の
日
と
は
？

　
�　

浄
化
槽
の
日
は
、
浄
化
槽
の
設
置
や
管

理
に
つ
い
て
定
め
た
浄
化
槽
法
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
昭
和
62
年
に
当

時
の
厚
生
省
や
環
境
省
、
建
設
省
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
日
で
す
。
浄
化
槽
の
普
及
促

進
や
浄
化
槽
法
に
つ
い
て
の
周
知
を
徹
底

す
る
こ
と
で
、
公
衆
衛
生
の
向
上
促
進
を

は
じ
め
、
生
活
環
境
の
保
全
や
水
質
保
全

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●�

浄
化
槽
を
ご
使
用
の
み
な
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　

維
持
管
理
が
大
切
で
す
！

　

�　

浄
化
槽
は
河
川
の
水
量
の
確
保
、
多
様

な
生
態
系
の
維
持
、水
辺
地
の
保
全
な
ど
、

自
然
の
水
環
境
に
寄き

よ与
し
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水

を
処
理
し
て
い
る
た
め
、
適
切
な
管
理
を

お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

�　

浄
化
槽
の
使
用
者
に
は
「
浄
化
槽
法
」

に
よ
る
次
の
3
つ
の
義
務
を
定
期
的
に
実

広　

告
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施
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
違

反
し
ま
す
と
罰
則
が
適
用
さ
れ
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

①
保
守
点
検

　

�　

定
期
的
に
機
器
類
の
点
検
・
調
整
・
修

理
お
よ
び
消
毒
液
の
補
充
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
家
庭
用
の
浄
化
槽
は
、
４
か
月

に
１
回
以
上
、
保
守
点
検
を
お
こ
な
う
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
清
掃

　

�　

浄
化
槽
内
に
蓄ち

く
せ
き積

し
た
汚お

で
い泥

や
ス
カ
ム

（
浮
き
カ
ス
）
を
抜
き
取
り
、
悪
臭
や
水

質
悪
化
を
防
ぎ
ま
す
。
清
掃
は
、
年
１
回

以
上
実
施
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

③
法
定
検
査

　

�　

浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
、
本

来
の
浄
化
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い

る
か
を
年
に
一
度
確
認
す
る
重
要
な
検
査

で
す
。
車
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
車
検
」
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
上
下
水
道
課
下
水
道
係　

　

担
当:

宮み
や
う
ち内
（
内
線
２
１
３
９
）

◆
鳥
獣
被
害
防
止
電
気
柵
を

　
　
　
　

  

設
置
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
27
年
7
月
19
日
、
静
岡
県
内
に
て
鳥

獣
被
害
防
止
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
電
気
柵

に
よ
る
感
電
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

安
全
確
保
の
た
め
、
電
気
柵
設
置
者
は
次

の
こ
と
を
遵
守
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

①�

製
品
に
付
属
の
取
扱
い
説
明
書
を
必
ず
よ

く
読
み
、正
し
い
設
置
を
お
こ
な
う
こ
と
。

②�

電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、
周
囲
の
人

が
容
易
に
視
認
で
き
る
位
置
や
間
隔
、
見

や
す
い
文
字
で
危
険
表
示
を
す
る
こ
と

（
既
に
表
示
さ
れ
て
い
る
人
も
、
表
示
が

と
れ
て
い
な
い
か
今
一
度
確
認
願
い
ま

す
）。

③�

安
全
に
管
理
可
能
な
自
己
所
有
地
に
設
置

す
る
こ
と
。

　

以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
設
置

者
に
係
ら
ず
電
気
柵
を
見
か
け
た
場
合
に

は
、
安
易
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
農
業
振
興
係　

   

担
当:

渡わ
た
な
べ邉

（
内
線 

２
１
６
３
）

催　

し

◆
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

　

御
嵩
町
、
可
児
市
の
小
・
中
学
生
か
ら
募

集
し
た
、
交
通
安
全
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

展
示
期
間
／
場
所
：

　
　

◎
ラ
ス
パ
御
嵩
店

　
　
　

9
月
14
日
（
月
）
～
29
日
（
火
）

　
　

◎
可
児
市
役
所

　
　
　

9
月
30
日
（
水
）
～
10
月
13
日
（
火
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係

担
当
：
纐こ

う
け
つ纈
（
内
線 

２
２
０
７
）

広　

告
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★
『
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
』

　
 　

65
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
を

無
料 

ご
招
待
！

　

世
界
淡
水
魚
園
水
族

館
「
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ

ふ
」（
各
務
原
市
）
で
は
、

敬
老
の
日
特
別
企
画
と

し
て
、
65
歳
以
上
の
み

な
さ
ん
を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。

　
「
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
」
は
、
世
界

最
大
級
の
淡
水
魚
水
族
館
で
す
。　

　

現
在
、
企
画
展
「
ア
フ
リ
カ
進
化
の

湖
」
を
開
催
中
。
ま
た
名
前
に
“
シ
ル

バ
ー
”が
つ
く
魚
を
集
め
た『
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
水
槽
』
も
特
別
展
示
し
て
い

ま
す
！
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●�

実
施
日
：
9
月
12
日
（
土
）
～
14
日

（
月
）
の
3
日
間

●�

開
館
時
間
：

　

平
日
：
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　

土
日
祝
：
午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

　
（
最
終
入
館
は
1
時
間
前
）

●�

対
象
：
65
歳
以
上
の
人

　

�

（
通
常
料
金
：
１
、３
５
０
円
）

※�

必
ず
、年
齢
を
証
明
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
世
界
淡
水
魚
園
水
族

館
（
ア
ク
ア
・
ト
ト 

ぎ
ふ
）

　

☎ 

０
５
８
６
‐
８
９
‐
８
２
０
０
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◆
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
管
内

　
　
　
　
　
　
　
　

 

合
同
企
業
説
明
会

　

東
濃
可
児
雇
用
開
発
協
会
で
は
、
一
般
求

職
者
と
、
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と

し
た
「
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
：
9
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
1
階
大
ホ
ー
ル

（
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
4
）

●�

対
象
： 

①
一
般
求
職
者

②�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
管
内（
多
治
見
市
、

土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
可
児
市
、
御
嵩
町
）

で
の
就
労
を
希
望
す
る
、
平
成
28
年
3
月

新
規
学
校
卒
業
予
定
者

●�

参
加
予
定
企
業
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

管
内
事
業
所　

約
40
社

■�

問
い
合
わ
せ
：
東
濃
可
児
雇
用
開
発
協
会

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
１
１
１

◆
里
親
を
知
る
会

　

子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
育
つ
た
め
に

は
、
あ
た
た
か
い
家
庭
が
必
要
で
す
。
生
み

の
親
が
事
故
や
病
気
、
離
婚
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
自
分
の
家
庭
で

暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
児
童
福
祉

法
に
基
づ
い
て
、
家
庭
で
育
て
て
く
れ
る
人

を
『
里
親
』
と
い
い
ま
す
。

　
『
里
親
』
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
説
明
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
10
月
3
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
2
時

●�

場
所
：
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
ア
ー

ラ　

2
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　
（
可
児
市
下
恵
土
３
４
３
３
︲
１
３
９
）

●�

内
容
：
里
親
会
役
員
、
子
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー
職
員
が
個
別
に
説
明
し
ま
す
。
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。
開
催
時
間
中
、
い
つ

で
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
（
内
線 

３
４
７
）

◆
第
14
回
御
嵩
町
文
化
協
会
発
表
会

　

御
嵩
町
文
化
協
会
で
は
、
会
員
の
日
ご
ろ

の
活
動
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
美
術
工
芸
部
・
文
芸
学
芸
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
作
品
展
示

●
期
間
：
10
月
2
日
（
金
）
～
4
日
（
日
）

●
場
所
：
中
公
民
館
2
階
各
部
屋

◎
芸
能
部
に
よ
る
芸
能
発
表
会

●
日
時
：
10
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～

●
場
所
：
中
公
民
館　

3
階
ホ
ー
ル

●
主
催
：
御
嵩
町
文
化
協
会

■
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
文
化
協
会　

山や
ま
も
と本

　

☎ 

６
７
‐
３
７
６
６

◆
県
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

可
児
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
に
、「
県
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
：
10
月
17
日
（
土
）　

午
後
1
時
～

　
（
開
場
は
午
後
0
時
30
分
）

●�

場
所
：
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　

ア
ー
ラ　

主
劇
場 

宇
宙
の
ホ
ー
ル

　
（
可
児
市
下
恵
土
３
４
３
３
‐
１
３
９
）

●�

参
加
費
：
無
料
。
た
だ
し
、
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
（
申
込
必
要
）。

●�

講
師
：
原は

ら　

千ち
あ
き晶 

氏
（「
よ
つ
ば
の
会
」

代
表
・
女
優
・
タ
レ
ン
ト
）

●�

演
題
：
『
大
切
に
し
た
い
自
分
の
体
』

　
　
　
　
　
　

～
今
私
が
伝
え
た
い
こ
と
～

●�

申
込
方
法
：
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
可
児
市
役
所
健
康

増
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
：
10
月
5
日
（
月
）
必
着

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

〒
５
０
９
‐
０
２
９
２　

可
児
市
役
所

　

健
康
増
進
課　

県
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー
係

　

☎ 

６
２
‐
１
１
１
１

講　

座

◆
が
ん
ば
り
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
1
歳
6
か
月
か
ら

就
園
前
の
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
「
が
ん

ば
り
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

�【
1
お
や
つ
に
つ
い
て
】

◎
日
に
ち
：
10
月
20
日
（
火
）

◎�

時
間
：
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

【
2
幼
児
食
に
つ
い
て
】

◎
日
に
ち
：
11
月
2
日
（
月
）

◎�

時
間
：
午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

※
2
回
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
1
、
2
共
通
】

●
場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
：
1
歳
6
か
月
か
ら
就
園
前
の
幼
児

と
保
護
者

●�

定
員
：
20
組

●�

参
加
費
：
３
０
０
円
（
1
回
に
つ
き
）

●�

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾き

ん

、
ふ
き
ん
、

※�

2
回
目
は
、
お
米
1
合

●�

申
込
方
法
：
保
健
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
：
9
月
7
日（
月
）～
24
日（
木
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

担
当
：
佐さ

ご
う合
（
内
線 

２
１
９
３
）

◆�

わ
く
わ
く
体
験
館　

講
座

　

1
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅳ
」

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

●�

開
催
日
：
6
回
コ
ー
ス

　

①��

10
月
22
日
～
11
月
26
日
の
毎
週
木
曜
日

　

②��

10
月
23
日
～
11
月
27
日
の
毎
週
金
曜
日

　

③��

10
月
24
日
～
11
月
28
日
の
毎
週
土
曜
日

●
時
間
：
①
③
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

②
午
後
1
時
～
4
時

●�

定
員
：
8
名
（
抽
選
）

●�

受
講
料
：
6
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

２
０
、５
０
０
円

　

2
「
と
ん
ぼ
玉
基
礎
講
座
Ⅳ
」

　

花
模
様
の
ト
ン
ボ
玉
を
制
作
す
る
た
め
の

基
本
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。
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●�

開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

　

①��

10
月
21
日
～
11
月
11
日
の
毎
週
水
曜
日

　

②��

10
月
25
日
～
11
月
15
日
の
毎
週
日
曜
日

●
時
間
：
午
前
9
時
～
正
午

●�

定
員
：
①
8
名
（
抽
選
）
②
４
名
（
抽
選
）

●�

受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

１
０
、０
０
０
円

1　

2
共
通

●��

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

●�

対
象
：
一
般
成
人

●�

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●��

申
込
期
限
：
10
月
10
日
（
土
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体
験

館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

募　

集

◆
「
テ
ニ
ス
大
会
」
参
加
者

　

御
嵩
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
第
14
回
Ｍ

カ
ッ
プ
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
：
10
月
4
日
（
日
）

※
予
備
日
：
10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
（
受
付
）

●
場
所
：
南
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
種
目
：
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

●�

参
加
資
格
：
一
般
成
人
。
た
だ
し
、
ペ
ア

の
ど
ち
ら
か
が
、
町
内
に
在
住
・
在
勤
ま

た
は
御
嵩
町
テ
ニ
ス
協
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
。

●
定
員
：
16
組
（
先
着
順
）

●�

参
加
費
：
1
チ
ー
ム 

２
、０
０
０
円

　

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

●�

申
込
方
法
：
Ｂ
&
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
9
月
20
日
（
日
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

Ｂ
&
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

担
当
：
榊

さ
か
き
ば
ら原

　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６

◆
「
平
成
28
年 

成
人
式
」
実
行
委
員

　

平
成
28
年
1
月
10
日
（
日
）、
中
公
民
館

で
開
催
さ
れ
る
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
お

こ
な
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

20
歳
の
式
典
を
作
り
上
げ
る
の
は
、
み
な

さ
ん
自
身
で
す
。
ア
イ
デ
ア
と
や
る
気
の
あ

る
、あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
思
い
出
に
残
る
最
高
の
成
人
式
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

●�

応
募
資
格
：
平
成
7
年
4
月
2
日
～
平
成

8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

月
1
～
2
回
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

（
現
在
、
御
嵩
町
に
住
民
票
が
な
く
て
も
、

出
身
者
で
あ
れ
ば
可
）

●�

活
動
内
容
：
記
念
行
事
の
企
画
、
記
念
品

の
選
定
、
式
当
日
の
司
会
進
行

●�

申
込
方
法
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
9
月
25
日
（
金
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

担
当
：
掛か

け
ふ布

（
内
線 

２
２
６
８
）

「防災の日」FM らら ～備えあれば憂いなし～
　気象庁は、警報などの基準をはるかに超え、重大な災
害の起こるおそれが大きい場合に特別警報を発表します。
　ＦＭららでは、発表が予測される時点で、役場と密に
情報共有し避難情報を迅速にお伝えします。 
◆特別警報とは？
　�　これまでの警報の発表基準を超えるような大雨や大
きな津波などが予想され、重大な災害による危険性が
高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼びか
けるために発表するものです。

◆特別警報が発表されたら？
　�　避難所へ避難するか、既に外出することが危険な場
合は、屋内の比較的安全な場所に留まるなど、身を守
るために最善を尽くしてください。

ＦＭらら
76.8 ＭＨｚ

♪メッセージ・リクエストは…
メール　rara@fm768.jp
FAX　0574-50-2882
郵便　〒509-0294　FMらら

■�問い合わせ：企画課秘書広報係 担当：山
やまだ

田（内線 2200）
　                    FMらら　☎ 50-2080

FMらら専用
アプリ
ＱＲコード→

◆
「
町
民
菜
園
」
利
用
者

　

町
で
は
、
野
菜
や
花
な
ど
の
栽
培
を
通
じ

て
自
然
と
ふ
れ
あ
う
と
と
も
に
、
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
、
町
民
菜
園
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
左
記
の
区
画
数
が
利

用
可
能
で
す
。
ご
家
庭
で
、
採
れ
た
て
の
野

菜
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
菜
園
名
／
募
集
区
画
数
：

　

①�

送
木
菜
園

　
　

4
区
画
（
1
区
画
の
面
積 

約
50
㎡)

　

②�

さ
ん
さ
ん
農
園

　
　

2
区
画
（
1
区
画
の
面
積 

約
50
㎡)

　

③
比
衣
菜
園

　
　

２
区
画
（
1
区
画
の
面
積 

約
50
㎡
）

　

④
西
田
菜
園

　
　

１
区
画
（
1
区
画
の
面
積　

約
80
㎡
）

●�

申
込
資
格
：
町
内
に
在
住
し
て
い
て
、
区

画
の
管
理
を
十
分
に
で
き
る
人

●�

利
用
期
間
：
契
約
の
日
か
ら
平
成
28
年
3

月
31
日
ま
で

　

※
年
度
ご
と
に
更
新
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
利
用
料
：
①
～
③
２
、０
０
０
円
／
年

　
　
　
　
　

④
３
、２
０
０
円
／
年

　

※�

年
度
途
中
か
ら
の
利
用
の
場
合
は
、
月

割
り
で
計
算
し
ま
す
。

●�

申
込
方
法
：
印
鑑
（
認
印
可
）
を
持
参
の

う
え
、
農
林
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
間
：
随
時
（
先
着
順
、
定
員
に
な

り
次
第
、
締
切
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
農
業
振

興
係　

担
当
：
井い

の
う
え上
（
内
線 

２
１
６
４
）

25 ほっと みたけ　2015.9



26

9 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

7 日（月）、14 日（月）、15 日（火）、
25 日（金）、28 日（月）
※ �9 月 21 日（ 月 ） ～ 23 日（ 水 ）

の祝日は開館します。

◦日時：9 月 20（日）
　午後 2時〜午後 3時 55分
◦場所：1 階 研修室
◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　�絵本や紙芝居の読み聞かせです。今
月は、「おじいちゃん、おばあちゃ
んの本」を紹介します。

◦�日時：9 月 5日（土）・12日（土）・
26日（土）
　午後 2時〜午後 2時 30分
◦場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば
　（0 歳～ 3 歳児向け）
　�乳幼児向けの読み聞かせです。
◦�日時：9 月 8日（火）※ 22日 ( 火 )
は祝日のため開催しません。
　�午前 10時 30分〜午前 11時
◦場所：おはなしのへや
◆ 郷土館　
　「御嵩町内学校美術部作品展」
◦�期間：9 月 19日（土）
         　   　  ～ 27 日（日）まで
◦�場所：2 階 特別展示室

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「伊勢型紙」展
　伊勢型紙の作品を展示します。
◦��期間：9月24日（木）まで
◦�場所：1 階 エントランスホール
◆ キッズシアター
　「チップとデール」
◦日時：9 月 19日（土）
　午後 2時〜午後 3時
◦場所：1 階 研修室
◆ おとなのシネマシアター
　「長州ファイブ」

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「伊勢型紙展」　
◦�期間：9 月 27日（日）
     　　～ 10月 12日（月・祝）まで
◦場所：竹屋資料館　主屋
◦�協力：中公民館伊勢型紙同好会
◆ 竹屋資料館　講座
　「伊勢型紙で 2016 年干支
　　　　　　カレンダーを作ろう」
　◦�日時：10 月 3日（土）
             午前 9時 30～正午まで
　◦講師：奥

おくむら

村 喜
き く え

久枝さん
　◦場所：1階 陶芸教室
　◦定員：10名（高校生以上）
　◦材料費：1,200 円
　◦募集：10 月 2日 ( 金 ) まで
　◦�申し込み：竹屋資料館に直接ま
たは電話で申し込みください。

★ ★　9 月の予定　★ ★

開
館
時
間

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
  http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館�☎（0574）67-7500
竹屋資料館� ☎（0574）67-5704

中 山 道
み た け 館
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あなたの

子育てのお手伝いをします
子育て支援センター

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176-2
☆“育児相談”
　子育てについて、不安はありませんか？気軽にお　
出かけください。電話もお待ちしています。
　◆日時：月曜〜金曜日　午前 9時〜午後 5時

★“子育ておしゃべりタイム”へのお誘い
　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援セ
ンターに来ませんか？一緒におしゃべりしたり、子ど
もと遊んだりしながら、ストレスを発散しましょう。
　◆日時：毎週月曜日
　　午前 10時〜午前 11時 30分（受付は午前 9時～）

★“親子教室”のご案内（会員制）　
　◆日時：午前 10時～午前 11時 30分
　　◎さくらんぼコース（1歳児）　9 月 29 日（火）
　　対象：H25 年 4月 2日～H26年 4月 1日生まれ
　　◎りんごコース（2歳児）　      9 月 25 日（金）　
　　対象：H24 年 4月 2日～H25年 4月 1日生まれ
　◆内容：親子ヨガ

★“おはなしの広場”のご案内
　　紙芝居や絵本に親しみ、読み聞かせを通して、情緒
　豊かなお子さんに育てましょう。
　◆日時：9 月 9日（水）
　　午前 10時 30分〜午前 11時 30分
　※�毎日、午前 11時 30 分から、支援室で“みみちゃん

タイム（絵本の読み聞かせ）”をおこなっていますので、
参加してください。絵本の貸出しも、毎日おこなって
います。

★“あそびの広場”
　　平成 27年度のあそびの広場の申し込み受付中！
　申し込みは、各保育園とぽっぽかんで受け付けます。
　参加は、通年 1か所の保育園での参加になります。
　◆日時・場所：9 月 26日（土）
　上之郷保育園・御嵩保育園・中保育園・伏見保育園
　◆内容：運動会に参加しよう！
※ 9月の巡回相談はありません。　　
　★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：9 月 16日（水）午前 10時～午前 11時 30分
　◆場所：伏見公民館 

指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館 ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 9 月の予定★★

ぽっぽかんぽっぽかん

申

参

申

参

児 童 館
 み

んなの笑顔が集う場所

＜中児童館＞
  5 日（土）チャレンジチャレンジ　　午後 1時 30分～

10日（木）ひよこタイム「敬老の日プレゼントつくり」
　　 　　　　　　　　　　　　　　　午前 10時 30分～

12日（土）敬老の日プレゼントつくり
　　　　　　　　　　　 　　　　　　 午後 1時 30分～

17日（木）ひよこタイム「ミニミニ運動会」
� 午前 10時 30分～

26日（土）ガラス絵かき・壁面かざり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 1時 30分～
29日（火）お母さんの手作りクラブ
　　　　　　「おしゃれな寄せ植え」　　　  午前 10時～

申

参

申

参

＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
5 日（土）避難訓練＆窓かざり
� 午後 1時 30分～

  9 日（水）ひよこタイム「敬老の日プレゼント作り」
� 午前 10時 30分～

12日（土）敬老の日プレゼント作り
� 午後 1時 30分～

16日（水）お母さんの手作りクラブ
　　　　　　「ぱっくんボード」　　　  午前 10時～

26日（土）作って遊ぼう「くるくるカメレオン」　
　　　                                         　午後 1時 30分～

申

参申

参

申

参

申

参

申

参

＜ 9 月の予定＞
◎�   7 日：おおきくなーれ
◎ 14 日：人形劇
◎ 22 日：おみせやさんごっこ

＜ 10 月の予定＞
◎   5 日：シールあそび
◎ 19 日：おおきくなーれ
◎ �26 日：�運動会（申し込み

が必要）

申

参

申

参

27 ほっと みたけ　2015.9
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＜ 平成 27 年 7 月受付分（敬称略）＞お悔やみ
　申し上げます

　この欄は、町に戸籍の届出
をされ、掲載を希望された人
のお名前を紹介しています。

■�問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：桑
くわした

下（内線 2105）

お誕生
　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

古
ふるかわ

川　 杏
あん

（高倉団地）嘉 一
真 巳

丹
に わ

羽 泰
たいせい

誠 （共和台）俊 介
香 織

渡
わたなべ

邊　 樹
いつき

（ 本 郷 ）剛 之
郁 奈

桑
くわした

下 結
ゆ い な

名 （美佐野）智 一
和 代

水
み ず の

野 陽
は る な

菜 （西屋敷）勝 之
美 樹

上
う え だ

田 怜
れ い な

奈 （南山台東）健 治
多 恵

　  人の動き（2015.8.1 現在）

　                （ ）は前月比

　　 人口　18,825 人（＋ 4）
　　　 男　 9,343 人（＋ 1）
　　　 女　 9,482 人（＋ 3）
　　 世帯 7,109 世帯（＋ 20）
　　出生  8 人  　死亡 19 人
　　転入 52 人    転出 37 人

戸籍の窓から
　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

松本なつえ  101 歳（旭 町）松本　勇

岩永ノブ子  86 歳（大 庭 台）田村謙一

石田ちゑ  91 歳（栢 森）石田桂樹

小栗楓子  94 歳（南 町）小栗俊彦

公文久松  86 歳（新 町）公文正人

碧山秋夜  67 歳（西 之 門）碧山英基

徳田　静  71 歳（中 町）徳田俊和

田中　晃  78 歳（北 屋 敷）田中　真

植松康祐  74 歳（綱 木）植松　寛

鵜野 づ江  97 歳（西 之 門）鵜野光紀

高橋千津  88 歳（古 屋 敷）高橋千太

小森百枝  94 歳（旭 町）古川宣一

纐纈歌子  86 歳（井 尻）纐纈健史

佐藤桂子  88 歳（新 町）佐藤文康

ご結婚
　　おめでとう

（
婚姻者名　　　 自治会名

泉　陽介 （新 町）

小栗雅巳 （瑞 浪 市）

佐橋和馬 （昭 和 町）

溝口由華 （可 児 市）

生駒哲也 （顔 戸 北）

山村まりの （南山台西）

桑下将人 （美 佐 野）

小川麻実 （長 瀬）

（
（
（

※� 対象者 … H27 前期組：平成 26年 10月 ～ 平成 27年 3月生まれ
　H27年 4月生まれ以降のお子さんと保護者が対象の「0歳児学級 後期組」は、10月から始まります。
　開級式は 10月 22日（木）、保健センターでおこないます。
　同じ年齢のお子さんと保護者さん同士で、一緒に学級をスタートしましょう！

　　■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：梅
うめだ

田（内線 2267）
　　　E メール :katei@town.mitake.lg.jp

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
　～ 9 月の講座 ～

　 学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容

上之郷・御嵩学級  18 日（金）

午前 10時
～

午前 11時 30分

御嵩保育園 保育園見学（ミニ運動会）

中学級  30 日（水） 中公民館 救急法を学ぼう／消防車の見学

伏見学級  24 日（木） 伏見公民館 親子でバランスボール

0歳児学級「あいあい」
（Ｈ 27前期組）  17 日（木） 保健センター いざという時のために

乳幼児の救急法を学ぼう

 ― 訃 報 ―
　
　植

うえまつ

松康
やすすけ

祐議員（74歳）が 7月 25日に逝去されま
した。
　植松氏は、平成 11年 7月に初当選以来、16年に
わたり活躍されました。故人のこれまでのご功績を
偲
しの

び、謹
つつし

んで哀
あいとう

悼の意を表します。
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て
、
あ
の
大
震
災
か
ら
4
年
が
経
過
し
た

こ
と
で
、
自
身
の
気
持
ち
の
整
理
も
、
万

が
一
の
覚
悟
も
、
相
応
の
状
態
が
早
め
に

出
来
上
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
が
記
憶
の
風
化
が
も
た
ら
し

て
い
る
と
し
た
な
ら
、
今
一
度
身
を
引
き

締
め
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
制
施
行
60
周
年
を
町
長
と
し
て
迎
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
期
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、

御
嵩
町
の
歴
史
に
つ
い
て
も
改
め
て
知
る

一
年
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
合

併
し
、
町
制
施
行
を
実
現
し
た
4
ケ
町
村

の
原
型
は
、
明
治
22
年
に
出
来
あ
が
り
ま

し
た
。
幕
末
・
明
治
維
新
を
意
識
さ
せ
る

ほ
ど
の
“
む
か
し
”
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

明
治
4
年
、
廃
藩
置
県
の
布
告
に
よ
り
、

庄
屋
・
組
頭
、
名
主
な
ど
が
廃
さ
れ
、
地

域
を
戸
長
が
統
治
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
御
嵩
町
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
自
治

体
で
首
長
や
議
員
に
“
お
家
柄
”
が
求
め

ら
れ
る
時
代
が
長
く
続
い
た
の
も
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
の
後
、
合
併
規
模
が
拡
大
し
、
昭
和

23
年
に
伏
見
村
が
伏
見
町
に
、
昭
和
27
年

に
中
村
が
中
町
へ
と
変へ

ん
せ
ん遷
し
、
昭
和
30
年

に
、
御
嵩
町
、
上
之
郷
村
と
の
3
町
1
村

の
合
併
に
よ
り
、
現
在
の
御
嵩
町
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
合
併
の
半
年
前
の
8
月

ま
で
、
旧
可
児
郡
に
よ
る
一
市
設
立
案
が

記
憶
と
記
録

　

選
挙
も
終
わ
り
、
少
し
落
ち
着
い
て
も

き
ま
し
た
の
で
、
今
月
号
よ
り
こ
の
稿
に

取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
2
期

目
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
3
期
目
を
務
め

る
町
長
と
し
て
、
そ
の
時
節
ご
と
に
気
に

な
る
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
感
じ
か
た
や
思

い
を
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
稿
か
ら
も
、
御
嵩
町
の
こ
れ
か
ら
の

方
向
性
を
察
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

思
い
ま
す
。

　

4
年
前
の
町
長
選
挙
は
、
議
会
議
員
選

挙
と
同
日
と
す
る
た
め
、
町
長
不
在
期
間

が
1
ケ
月
半
に
亘わ

た
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
の
直
後
で
あ
り
、

日
々
発
生
す
る
地
震
は
余
震
の
域
を
超
え

る
震
度
を
示
し
、
こ
の
地
方
に
も
連
動
し

大
地
震
を
誘ゆ

う
は
つ発

さ
せ
る
懸け

ね
ん念

が
あ
り
ま
し

た
。
尚な

お

且か

つ
、
福
島
原
発
の
事
故
の
状
況

も
刻
々
と
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
し
た
。

万
が
一
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
町
長

の
肩
書
を
持
た
な
い
私
に
は「
な
に
を
」「
ど

の
様
に
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
か

を
日
々
考
え
つ
つ
送
っ
た
1
ケ
月
半
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

肩
書
に
は
権
限
が
与
え
ら
れ
、
権
限
の

行
使
に
は
覚
悟
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

根こ
ん
き
ょ拠

を
持
た
ず
、
懸け

ね
ん念

だ
け
が
膨

ぼ
う
ち
ょ
う張す

る

立
場
は
二
度
と
経
験
し
た
く
な
い
と
い
う

の
が
本
音
で
す
。

　

今
回
は
、
23
日
間
と
町
長
不
在
期
間
が

半
減
し
た
こ
と
と
、
前
回
の
経
験
、
そ
し

町 長 月 記

密
度
濃
く
、
調
整
、
議
論
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し

て
常
に
、
現
在
の
御
嵩
町
の
枠
組
み
の
み

な
ら
ず
、
現
在
の
可
児
市
東
部
、
中
西
部

な
ど
と
の
合
併
の
可
能
性
が
模も

さ
く索

さ
れ
た

記
録
か
ら
は
、
先
人
の
苦
労
が
窺

う
か
がえ

ま
す
。

伏
見
町
の
分
町
問
題
や
小
和
沢
の
分
村

問
題
は
、
20
年
前
、
私
が
町
政
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
耳
に
し
た
事
案
で

す
。

　

記
録
の
持
つ
力
は
正
確
性
で
、
そ
の
流

れ
を
見
る
と
想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
記
憶
に
残
し
て
お
く
べ
き

人
の
機き

び微
は
、
や
は
り
、
想
像
の
域
を
超

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
御
嵩
町
」
の
名
称
の
選
定
理
由
は
、“
御

嵩
町
史
”
で
は
7
行
に
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
十
分
な
説
得
力
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
議
論
が
議

事
録
と
し
て
残
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
数
百

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
合
併
の
枠
組
み
や
、
名
称
選
定
で

は
、
意
地
や
プ
ラ
イ
ド
の
激げ

き
と
つ突
は
必
至
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
駆
け
引
き
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
そ
ち
ら
に
興
味
を

引
か
れ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
ん
な
記
録
の
発

掘
も
試
み
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　

先
人
の
知
恵
と
努
力
で
成
し
え
た
合
併

も
、
地
域
住
民
と
し
て
生
き
る
町
民
の
心

の
垣
根
を
取
り
除
く
に
は
、
時
間
を
要
し

ま
し
た
。
私
が
い
わ
ば
、
御
嵩
町
東
西
冷

戦
の
終
結
を
確
信
で
き
た
の
は
、
合
併
40

66

年
後
、
今
か
ら
20
年
前
の
町
長
選
挙
か
ら

で
す
。

　

昭
和
の
大
合
併
が
名
実
と
も
に
成
っ
た

の
が
そ
の
瞬
間
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
現
在
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
手
続
き

や
手
法
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

は
今
後
も
伝
承
す
べ
き
地
域
の
伝
統
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
記
憶
」
と
「
記
録
」。
後
世
に
正
確

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
記
録
で
す

が
、
そ
の
記
録
に
加
え
、
重
要
な
部
分
に

つ
い
て
は
、「
記
憶
」
や
「
心
情
」
を
織

り
込
む
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
欠
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
稿
は
終
戦
記
念
日
を
直

前
に
控
え
、
メ
デ
ィ
ア
に
は
そ
の
関
連
の

報
道
で
溢
れ
て
い
る
な
か
で
執
筆
し
て
い

ま
す
。

　
「
記
録
」
は
正
確
性
を
保
つ
も
の
の
、

人
の
記
憶
は
風
化
も
あ
れ
ば
脚
色
も
さ

れ
ま
す
。
た
っ
た
20
年
前
の
御
嵩
町
の
産

廃
問
題
で
す
ら
、
記
憶
の
部
分
に
は
風
化

が
生
じ
脚
色
が
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
戦
後
70
年
が
経
過
し
た
先
の
大
戦
を

正
確
に
伝
え
る
こ
と
は
至し

な
ん難
の
行
為
と
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
生
き
る
時
代
は
、
記
録
を
大

量
に
残
す
こ
と
が
可
能
な
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
道
具
を
正
し
く
使
い
、
正
確

に
事
実
を
残
す
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
と
な
り
「
記
憶
」
や
「
記
録
」

の
残
し
か
た
が
問
わ
れ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。

�

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

8
月
14
日
執
筆
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表　

紙　

か　

ら

　

8
月
1
日
（
土
）、
名
鉄
御
嵩

駅
周
辺
で
お
こ
な
わ
れ
た
『
第

20
回 

よ
っ
て
り
ゃ
あ 

み
た
け
』

の
様
子
で
す
。
当
日
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
約

９
、０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
『
ミ

ナ
モ
』
と
、
御
嵩
町
の
『
ミ
ー
モ

く
ん
』
が
、
電
車
で
ま
つ
り
に
参

加
！
来
場
者
と
記
念
撮
影
を
し

た
り
、
握あ

く
し
ゅ手

を
し
た
り
、
保
育
園

児
と
ミ
ナ
モ
体
操
を
踊
っ
た
り

し
て
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
は
、
ミ

ナ
モ
体
操
の
時
の
写
真
で
す
。

　

今
年
の
新
企
画
と
し
て
、
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
仮
装

し
た
み
な
さ
ん
が
、
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
町
制
60
周
年
記
念
と
し

て
、
よ
っ
て
り
ゃ
あ
み
た
け
の
20

年
の
歩
み
と
、
町
の
60
年
の
歩
み

を
ま
と
め
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と

し
て
上
映
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
津
軽
三

味
線
の
生
演
奏
に
の
せ
て
、
恒
例

の
約
３
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花

火
が
あ
が
り
、
大
満
足
の
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

※�

6
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。

【作り方】
①�米は炊く 30 分前に洗い、ざるにあげ
ておく。
②�さつまいもはよく洗い、皮つきのまま
さいの目に切り、水にさらす。しめじ
は石づきを取りのぞき、小房にわけ、
長いものは切っておく。ウインナーは
輪切りにする。
③�炊飯器に米を入れ、カレー粉と酒、塩
を入れて、水を炊飯器の 2合の目盛り
まで入れ、さっと混ぜる。さつまいも
としめじとウインナーをのせ、その上
にバターをのせて炊く。
④ごはんが炊けたら全体をかき混ぜる。

編
集
・
発
行
／
御
嵩
町
役
場
企
画
課

秘
書
広
報
係

〒
505-0192　

岐
阜

県
可

児
郡

御
嵩

町
御

嵩
1239

番
地

1
TEL（

0574）67-2111（
代

）　
FA

X（
0574）67-1999（

代
）

9 月号

み　た　け　スマイル  キッズ

 秋を感じる「さつまいも・し
めじ」を使った炊き込みごはん
です。
　子どもが大好きなウインナー
が入っていたり、カレー味になっ
ていて、色もきれいなごはんで
す。ウインナーの旨みとカレー
粉の風味が合わさって美味しく、
保育園でも
秋の人気
メニューです。

Cooking!Let's

【募集】みたけスマイルキッズに掲載を希望す
る、町内在住で 11月に 1～ 3歳の誕生日を迎
えるお子さんを募集します。
◎掲載に必要なもの：
　�笑顔の写真（1枚）/紹介文（30文字程度）
◎掲載申込方法：
　�名前、住所、誕生日と写真データ、紹介
文を添えて、Ｅメールなどでお申し込み
ください。

◎申込期限：9 月 30日（水）
■�申込先／問い合わせ：企画課秘書広報係
　担当：山

やまだ

田（内線 2222）
　�Ｅメールアドレス kouhou@town.mitake.lg.jp
※応募多数の場合は抽選になります。

子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

今月の健康料理「さつまいもと　　　　　　
　　　　　　　　ウインナーのカレーごはん」

【材 料】（6人分）
米　                 　　 2合
さつまいも             150g
しめじ                   150g
ウインナー             100g

カレー粉      小さじ1(2g)
酒             大さじ 2(30g)
塩               小さじ1(5g)
バター         小さじ2(8g)

【1 人分の栄養価】

■レシピ提供：保健センター　担当：佐
さごう

合（内線 2192）

エネルギー たんぱく質 塩分 カルシウム 鉄分
232kcal 6.1g 1.2 ｇ 16mg 1.0mg

北
きた

　旬
しゅんと

翔さん（西町）1才
我が家のアイドル
これからも元気いっぱい遊
んで大きくなってね !!

保

　健 セ ン タ ー 栄
 養

 士
  

3 歳おめでとう☆ 
いっぱい遊んで元気に育っ
てね‼

澤
さ わ の

野  陽
は る か

香さん（長岡）3才

30


